
　

今
年
の
総
会
・
懇
親
会
の
当

番
幹
事
は
末
尾「
５
」の
年
次

で
35
年
か
ら
75
年
ま
で
の
９
人

で
実
行
委
員
会
を
数
回
開
催

し
、
ご
参
会
の
皆
様
方
の
交
流

を
深
め
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
さ
れ
ま
す
よ
う

に
手
作
り
感
あ
ふ
れ
る
催
し
を
工
夫
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　

特
に
今
年
は
東
京
亀
城
会
創
立
５
５
周
年
・
母

校
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
節
目
の
年
の
総
会

・
懇
親
会
で
も
あ
り
ま
す
の
で
心
待
ち
に
さ
れ
て

い
た
皆
様
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
い
た

し
ま
す
。

　

然
し
な
が
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

に
よ
る
影
響
が
甚
大
で
、
未
だ
収
束
の
先
行
き
透

明
な
こ
と
か
ら
誠
に
残
念
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

今
年
の
懇
親
会
は
中
止
に
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

来
年
、
総
会
・
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
た
暁
に
は

大
勢
の
皆
様
に
ご
参
集
い
た
だ
き
、改
め
て
節
目
の

年
を
お
祝
い
す
る
な
ど
盛
会
に
し
た
い
も
の
で
す
。

　

今
後
、
コ
ロ
ナ
禍
が
長
期
に
わ
た
る
こ
と
も
予

想
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
様
方
の
ご
健
勝
を
祈
念
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

実
行
委
員
長
　
45
回
　
鳥
海
　
重
年

来
年
の
総
会
・
懇
親
会
を
盛
会
に…

４０号編集スタッフ

○編　　集／
　安藤　茂克（60回）
○広　　告／
　白畑　優（60回）
○幹事学年／
　伊藤正治郎（35回）
　鳥海　重年（45回）
○問い合せ先／
　瀬尾　亜希子（65回）
　akiko@mokuren.gr.jp

山形県立酒田中学校・酒田第一高等学校・酒田高等学校・酒田東高等学校

ＴＯＫＹＯ　ＫＩＪＯ　ＴＩＭＥＳ
ＣＯＮＴＥＮＴＳ

酒東偉人伝第４回　「シャンソン歌手　岸洋子（２８回）」
同期会元気です
東風ら亀城人！
Ｕターン奮闘記　阿部彩人
ホームページ、新っだらしぐなたぞ～。
東京亀城会会則
令和元年度事業報告、決算・予算案、令和２年度年度事業案、役員案
総会・懇親会のお知らせ　新卒生いらっしゃい！

14~15
16~18
19
20
21
22
23
24

最上の流れにうるほう里の　　学び舎みどりの希望はみちて
明るしや　清けしや　　我らの園　我らの門

あしたに夕べに集う　　手を引き助けて円に睦みて
愛あり仁ある人とならん

ああ見よ鳥海七千餘尺　　虚空に聳ゆる巨人の姿
黙示に学びてわれらの健児　　六百並んで高きに向ふ

２０２０
［Ｎｏ．４０］

40

伊藤正治郎（35回）／ 「ああみよ鳥海七千余尺！」2020年作 透明水彩

土田　瑞季 （つちだ みずき）

中央大学 商学部
商業・貿易学科

先輩、宜しく！
今年の卒業生は95回卒です。
東京へ上京した新卒生。
学年幹事のお二人を紹介します。 

95
回卒！ 新卒生いらっしゃい！

2
3~5
6~7
8~9
10~13

会長・同窓会長ご挨拶／母校報告　
２０１９年第５４回総会・懇親会報告
母校支援　酒東生キャリア研修
２０２０東京オリンピック酒田市ホストタウン事業
我ら幹事年　
伊藤正治郎・染谷英雄（３５回）　鳥海重年・阿曽芳樹（４５回）
木村　洋介（４５回）　菅野　等（５５回）　大石　裕基（５５回）
山科　範泰（６５回）　庄司　満（６５回）　飯野　玄遊（７５回）

TOKYO
KIJO TIME

　この度東京亀城会に入会することがで
きましたことを大変嬉しく思います。3年
間私たちを育ててくださった酒田東高校
に、皆様と共に精一杯恩返しをしていき
たいと考えています。これからどうぞ宜し
くお願い致します。

小林　尚央 （こばやし なお）

東京農業大学
地域環境科学部生産環境工学科

　在学中、東京亀城会の皆様には大
変お世話になりました。特に東京キャリ
ア研修、課題研究では、先輩の皆様の
ご協力のおかげで、とても思い出深いも
のとなりました。今までお世話になった酒
田東高校に少しでも恩返しできるように
貢献していきたいと思います。

新型コロナウイルス感染拡大により、６月
27日㈯に予定されていた本年度の総
会は書面開催（葉書による議決）とし、
懇親会は中止とさせていただきます。
同封の「議案への賛否回答書」により、
令和２年６月27日㈯必着でご回答ください。
議決結果は、
当会ホームページ（http://kijokai.tokyo/）
でお知らせいたします。
何卒、ご理解、ご協力のほど宜しくお願
いいたします。

東京亀城会会報４０号

郷土料理のレシピ本を酒田市が出版！

母校創立100周年記念

○発　行／２０20年６月１０日
○発行者／元木　徹
○編集人／梅津　功
○編集長／瀬尾　亜希子
○印刷所／コマツ・コーポレーション
○発行所／東京亀城会
　　　　　東京都中央区銀座1－18－6
　　　　　井門銀座一丁目ビル5階
　　　　　元木徹法律事務所内

編 集 後 記
　今年は東京亀城会55周年記念ということで、会報も
カラー 24ページに拡大し準備して参りました。折しも新
型コロナウイルス感染拡大の波。4月の理事会は書面
開催となり、状況を鑑み総会も書面で、懇親会は中止。
会報40号も例年より１か月ほど遅れることになりましたが、
発行することができ、ほっとしております。
　コロナウイルスの影響でご苦労されている方も多い
のではと思います。同窓どうし互いに応援し励ましあい
ながら、ここを乗り切り、来年の総会・懇親会は笑顔
で盛大に集いあいましょう。

（瀬尾　亜希子・65回）

　本年は、母校創立100周年の年です。記念式典は、酒田市希望ホ
ールで10月17日㈯に開催される予定ですが、東京亀城会でも独自の記
念品を贈呈いたします（すでに募金は終了）。亀城同窓会による100周
年記念寄付金の募集は、引き続き令和3年3月31日まで行っています。

　今年２月、酒田市が郷土料理の食材を使ったメニューのレシピ本を出しました！その名も
「酒田ごはん」。鮮やかな写真と共に125種類の料理を掲載。ごま豆腐や孟宗汁、むきそば、
庄内風芋煮、寒ダラ汁や、鍋を使った炊飯など連続写真でわかりやすく紹介。桜が満開の
日和山公園、大輪の花火、玉簾の滝の氷瀑といった季節の風景も誌面を彩ります。東京で
故郷の味と景色を堪能できる一冊です。詳しくは「レシピ本 酒田ごはん」で検索を！

東京亀城会の運営に、副会長や執行理事、相談役として、長年
ご尽力下さった方々です。慎んで感謝と哀悼の意を表します。
○阿部尚記 氏(33回卒)　令和元年6月3日逝去
○野口和雄 氏(33回卒)　令和2年4月23日逝去
○丸藤　晋 氏(46回卒)　令和元年6月13日逝去

追
　
悼

〈重要なお知らせ〉令和２年度第５５回総会の書面開催と懇親会の中止について
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元
木　
　

徹

東
京
亀
城
会 

会
長

創
立
55
周
年
を
迎
え
て

　

平
成
27
年
の
創
立
50
周
年
後
、
財
政
改
革
、

会
報
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
、
交
流
芋
煮
会

等
の
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
、
母
校
支
援
の
東
京

キ
ャ
リ
ア
研
修
へ
の
協
力
な
ど
に
一
定
の
成
果

を
あ
げ
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
創
立
55
周
年
を
迎
え
、
６
月
27

日
に
盛
大
な
記
念
総
会
・
懇
親
会
を
盛
大
に

開
催
す
る
準
備
を
し
て
お
り
ま
し
た
。

  

ま
た
、
母
校
創
立
１
０
０
周
年
の
記
念
す
べ

き
年
で
も
あ
り
、
当
会
で
は
、
母
校
の
意
向

も
伺
い
、
当
会
独
自
に
母
校
に
贈
る
記
念
の

品
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
に
よ
り
４
月
16
日
に
は
、
全
国
の
都
道

府
県
に
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
、
５
月

７
日
に
は
延
長
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
状
況
下

で
は
、
総
会
・
懇
親
会
の
開
催
は
困
難
と
判

断
し
、
総
会
を
書
面
議
決
と
し
、
懇
親
会
は

止
む
な
く
中
止
に
し
ま
し
た
。

　

来
年
は
２
年
分
の
盛
大
な
総
会
・
懇
親
会

を
開
催
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
当
会
に
対

し
御
支
援
・
御
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
問
題
の
早

期
の
終
息
と
皆
様
の
御
健
康
・
御
多
幸
を
心

か
ら
お
祈
り
致
し
ま
す
。

　

東
京
亀
城
会
創
立
55
周
年
ま
こ
と
に
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
ご
尽
力
下
さ

い
ま
し
た
関
係
各
位
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

今
後
も
会
員
相
互
の
親
睦
・
交
流
を
ま
す
ま

す
深
め
ら
れ
、
母
校
支
援
事
業
等
の
充
実
と

亀
城
同
窓
会
へ
の
更
な
る
ご
支
援
を
頂
け
れ

ば
幸
い
と
存
じ
ま
す
。
い
つ
も
東
京
亀
城
会
の

皆
様
に
は
上
京
し
た
学
生
に
対
し
て
特
段
の

ご
配
慮
を
賜
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
未
曽
有
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
で
世
の
中
が
大
き
く
揺
れ
動
い
て
お
り
、

終
息
が
見
通
せ
な
い
状
況
で
す
が
、
母
校
創

立
１
０
０
周
年
記
念
が
間
近
に
迫
り
ま
し

た
。
記
念
事
業
を
達
成
さ
せ
る
た
め
に
、
寄

付
金
の
応
募
に
つい
て
亀
城
同
窓
会
員
の
皆
様

に
ご
依
頼
の
文
書
を
発
送
し
た
と
こ
ろ
、
全

国
各
地
の
多
く
の
方
か
ら
趣
旨
に
賛
同
い
た

だ
き
御
厚
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
早
速
ご

寄
付
下
さ
い
ま
し
た
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
し
か
し
目
標
金
額
に
は
ほ
ど
遠

く
、
卒
業
生
２
万
余
名
を
輩
出
し
て
い
る
伝

統
校
と
し
て
情
け
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

寄
付
金
の
募
集
期
間
は
、
令
和
３
年
３
月
31

日
ま
で
で
す
。
私
達
を
育
ん
で
く
れ
た
母
校

の
発
展
の
た
め
に
引
き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

東
京
亀
城
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
本

校
の
教
育
活
動
に
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
こ
と
に
、
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。
加
え
て
、
今
年
度
の
本
校
創
立
百
周
年

に
当
た
り
、
特
別
の
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
す
こ

と
に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
在
校
生
た
ち
に
東
京
亀
城
会
の
皆
様

の
後
輩
へ
託
す
思
い
を
感
じ
て
も
ら
え
る
も
の

と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
に
よ
り
日
常
の
生
活
が
脅
か
さ
れ
る
事
態
と

な
り
、
皆
様
に
は
、
ご
心
労
の
絶
え
な
い
こ
と

と
拝
察
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
学
校
に
お
い
て

も
、
県
の
通
知
な
ど
に
よ
り
、
卒
業
式
、
入

学
式
は
卒
業
生
、
入
学
生
の
み
と
す
る
な
ど
、

通
常
と
は
大
き
く
異
な
る
対
応
を
余
儀
な
く

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
原
稿
を
作
成
し
て
い
る
時

点
で
も
学
校
が
再
開
さ
れ
て
お
ら
ず
、
主
役
の

い
な
い
舞
台
と
で
も
言
い
ま
し
ょ
う
か
、
閑
散

と
し
た
校
舎
と
なって
し
ま
って
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
下
で
は
あ
り
ま
す

が
、
新
た
な
世
紀
に
歩
み
出
し
た
本
校
に
お
い

て
、
生
徒
た
ち
を
し
っ
か
り
と
し
た
学
び
の
中

で
育
て
て
い
く
た
め
に
、
教
職
員
一丸
と
な
って

取
り
組
ん
で
参
る
所
存
で
す
の
で
、
引
き
続
き

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

山
岸　

文
章

亀
城
同
窓
会 

会
長

母
校
創
立
１
０
０
周
年

五
十
嵐
文
彦

酒
田
東
高
等
学
校 

校
長

新
た
な
世
紀
に
学
ぶ

生
徒
の
た
め
に

会長・同窓会長　　
ご挨拶/母校報告

2019年 第54回 総会・懇親会報告

　　

令
和
元
年
度
の
総
会
・
懇
親
会
が
６
月

22
日
午
後
２
時
よ
り
、
例
年
同
様
大
手
町

サ
ン
ケ
イ
プ
ラ
ザ
４
階
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

　

母
校
か
ら
山
岸
亀
城
同
窓
会
長
、
五
十

嵐
文
彦
校
長
や
同
校
教
諭
を
迎
え
、
在
京

か
ら
は
日
頃
か
ら
交
流
の
あ
る
酒
田
、
鶴
岡

の
高
校
（
酒
田
西
、
酒
田
光
陵
、
酒
田
工
業
、

酒
田
中
央
、
天
真
学
園
・
酒
田
南
、
鶴
岡
南
、

鶴
岡
北
、
鶴
岡
中
央
、
鶴
岡
工
業
）
と
庄

内
総
合
高
校
（
庄
内
町
）
の
同
窓
会
長
ら
に
、

今
春
母
校
を
卒
業
し
た
大
学
生
５
人
も
加

わ
り
、
合
わ
せ
て
１
５
４
人
が
集
い
、
共
に

母
校
の
発
展
を
願
っ
た
。

　

元
木
徹
会
長
は
「
来
年
は
当
会
創
立
55

周
年
、
母
校
は
１
０
０
周
年
を
迎
え
、
会

報
の
増
ペ
ー
ジ
、
母
校
に
対
し
て
記
念
品
の

寄
贈
を
考
え
て
い
る
」
と
会
員
へ
の
協
力
を

要
請
し
た
。

　

五
十
嵐
校
長
か
ら
は
進
学
の
実
績
、
運

動
部
の
成
績
、
文
化
部
の
活
躍
等
近
況
の
報

告
、
１
年
生
の
マ
レ
ー
シ
ア
研
修
等
東
京
亀

城
会
の
協
力
へ
の
感
謝
の
意
が
示
さ
れ
た
。

　

五
十
嵐
敬
視
酒
田
東
高
校
後
援
会
長
は

「
来
年
１
０
０
周
年
記
念
を
向
け
て
、
母
校

教
育
環
境
、
奨
学
金
制
度
の
充
実
を
目
標

に
す
る
」
と
募
金
の
協
力
を
要
請
し
た
。

　

総
会
決
議
に
お
い
て
、
遠
藤
功
氏
（
44
回

卒
）
を
議
長
に
、
昨
年
度
の
事
業
（
高
橋

副
会
長
）、
決
算
（
金
井
副
会
長
）、
監
査

結
果
（
進
藤
弘
監
事
）
が
報
告
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
の
事
業
計
画
（
高
橋
副

会
長
）、予
算
（
金
井
副
会
長
）、人
事
案
（
石

山
事
務
局
長
）
の
提
案
が
あ
り
承
認
さ
れ
た
。

　

   　

   （
事
務
局
長　

石
山 

尚
徳 

49
回
）

応
援
団
三
世
代
の
リ
ー
ド
で
、

　
　
　
　
　

母
校
の
発
展
を
激
励

▲高橋常昭副会長（46回）
▲金井敏明副会長（41回）

▲石山尚徳事務局長（49回）▲進藤弘監事（53回）

▲▲受付け。
　　54回中心に皆様を
　　お出迎え

▲元木徹会長（42回）あいさつ

▲阿部浩美副会長
　（54回）

▲会場全体

■ 

総 

会
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酒
田
市
十
里
塚
字
村
東
山 

一 

二
五‒

三

　  

T
E
L 

〇
二
三
四
（
三 

一
）
一 

五 

一 

五

・お酒は二十歳になってから。おいしく適量を。

昭
和
二
九
年
卒

酒
田
東
・
西
高
校

東
京
ふ
く
の
会

〒
二
四
五‒

〇
〇
六
七

　

横
浜
市
戸
塚
区
深
谷
町
一一
〇‒

八

電　

話　

〇
四
五
（
八
五
一
）
六
九
二
四

連
絡
先

冨　

樫　
　

弘　

喜

昭
和
三
三
年
卒

酒
田
東
高
校

東 

京 

燦 

燦 

会

　
　
　

 

F
A
X 

〇
四
八-

七
二
九-

四
七
〇
八

代　

表

相　

川　
　

俊　

明

連
絡
先 

電
話　

 

〇
四
八-

七
二
九-

四
七
〇
七

昭
和
三
四
年
卒

酒
田
東
高
校東 

京 

三 

四 

会

有　

志　
一　

同

大
手
町
税
経

税
理
士

税
理
士
法
人

（
昭
和
三
九
年
卒
）

〒一
〇
一‒

〇
〇
四
七

　

東
京
都
千
代
田
区
内
神
田
一‒

四‒

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
手
町
21
ビ
ル

電　

話　

〇
三
（
三
二
九
三
）
九
一
〇
九

渡　

辺　
　

亮　

昭
和
三
六
年
卒

酒
田
東
高
校

山
　 

麓 

　
会

酒
田
市
新
井
田
町
三‒

一七

電　

話　

〇
二
三
四
（
二
二
）
一一三
九

F
A
X　

〇
二
三
四
（
二
二
）
一一
〇
三

会　

長

小　

山　
　

健

事
務
局

弥 
生 

台 

歯 

科 

医 

院

理
事
長

医
療
法
人
社
団
　
徳 

信 

会

（
昭
和
四
二
年
卒
）

〒
二
四
五‒
〇
〇
〇
八

　

横
浜
市
泉
区
弥
生
台
一三‒

四

診
療
所

電
話
・
F
A
X　

〇
四
五
（
八一二
）
四
五
八
二

高　

橋　
　

信　

人　

遠
藤
登
記
測
量
総
合
事
務
所

所　

長

（
昭
和
四
四
年
卒
）

〒一
九
〇‒

〇
〇
二
二

　

立
川
市
錦
町
二
丁
目
二
番
五‒

三
〇
一
号

電　

話　

〇
四
二
（
五
二
九
）
二
九
三
〇

F
A
X　

〇
四
二
（
五
二
九
）
二
八
四
四

遠　

藤　
　

功

い
な
ほ
会

祝
亀
寿

全
員
参
加
の
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス

　

２
０
１
９
年
度
、
東
京
亀
城
会
事
業
並
び

に
予
算
案
が
可
決
承
認
さ
れ
、
総
会
が
終
了

す
る
と
懇
親
会
の
幕
開
け
で
す
。
定
番
と
な

っ
た
庄
内
の
酒
、
玉
コ
ン
ニ
ャ
ク
・
漬
物
等
が

各
テ
ー
ブ
ル
に
用
意
さ
れ
、
ほ
ん
の
り
酔
い
加

減
に
な
っ
た
頃
、
舞
台
に
は
素
敵
な
衣
装
を

身
に
着
け
た
ダ
ン
サ
ー
が
。

　

44
回
卒
の
高
田
尊
湖
さ
ん
監
修
の
ベ
リ
ー
ダ

ン
ス
の
始
ま
り
で
す
。
５
０
０
０
年
以
上
の
歴

史
あ
る
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ダ
ン
ス
、
全
身
を
使
っ
た

自
由
な
踊
り
が
音
楽
と
調
和
し
魅
惑
的
で
す
。

ダ
ン
サ
ー
が
会
場
に
降
り
て
、
各
テ
ー
ブ
ル
を

回
り
始
め
ま
し
た
。
二
人
三
人
と
席
を
立
ち
一

緒
に
踊
り
始
め
る
と
、
間
も
な
く
全
員
が
参

加
し
、
見
様
見
ま
ね
で
踊
っ
て
お
り
ま
し
た
。

酒
東
同
窓
生
の一
体
を
感
じ
る
午
後
と
な
り

ま
し
た
。

　

さ
て
、
今
年
は
母
校
創
立
１
０
０
周
年
、

東
京
亀
城
会
55
周
年
の
節
目
の
年
で
あ
り
ま

す
が
、
前
代
未
聞
の
「
見
え
な
い
敵
・
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」
と
戦
っ
て
い
る
の
が
世
界
の

現
状
で
あ
り
ま
す
。

　

人
類
の
英
知
と
挑
戦
に
よ
っ
て
困
難
を
克

服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
時

期
に
直
面
し
て
い
る

今
年
度
の
総
会
・

懇
親
会
が
無
事
に

開
催
さ
れ
ま
す
こ

と
を
祈
念
し
て
お

り
ま
す
。

▲44回の皆さん

　▲新卒生と先生

▲司会は東根延広さん（64回）

▲亀寿のお祝い。今回はたくさん！ずっとお元気で！
▲「あら、わたし似合う？」

▲４の回から５の回へ、
　幹事の引継ぎです

▲二次会も世代を越えて

丸市豊也副会長
（45回）の中締め
「また皆さんで元気に
集いましょう！」

▲

コーディネートは44回高田遵湖さん

▲

総会・懇親会コメント

実
行
委
員
長

44
回  

遠
藤　

功

■ 
懇 

親 

会

アトラクションは
「ベリー ダンス ショー！」
お楽しみくださいませ

▲実行委員長遠藤功氏

各テーブル
世代ごとに

盛り上がりました。

たくさんの
世代間交流も。

　令和元年度の幹事は、４の年次で４４年卒遠藤功さんを実行委員長に、５４年、６
４年がしっかりとサポートしました。総会はより分かり易く、円滑な進行でした。懇親会は、
歓談から怒涛のイベント連打、とても楽しくエキサイティングでした。ベリーダンスは、我々
の想定の遥か上を行くパフォーマンスで、「プロ」の至芸。本当にいいものを拝見しました。
応援団三世代のリードでの校歌、旧校歌、激励歌、泣けました。「４」の年次の皆様方、
本当にお疲れ様でした。　　　　　　　　（記・撮影　信夫太志事務局次長　53回）

　幹事年ということで懇親会に参加させていただき、今まで知らなかった大先輩方のお話を伺うことができる貴重な機会になりました。
また、現役の先生方にお会いできたり、高校の近況報告を聞けたりと非常に楽しい時間を過ごさせていただきました。（成澤貴幸　74回）

みんなで
踊っちゃお！

校歌・応援歌～！ ▲▲「どげだもんだが…」

2019年 第54回 総会・懇親会報告
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母
校
支
援 

酒
東
生
キ
ャ
リ
ア
研
修

熱心に聞き入る
生徒たち

今回講師として協力下さったＯＢ・ＯＧ

2019年度
OB・OG
講師名簿

５３回  信夫　太志   　出光興産㈱
５４回  岡崎　理香   　横浜桐蔭大学 法学部講師
５６回  河島　三二   　㈱日立システムズ
５６回  菊池　佐恵   　各種ビジネスマナー講師（元ANAキャリーアテンダント）
５８回  梅津　　功   　日本電気㈱
５８回  後藤　英夫   　ＥＹアドバイザリー＆コンサルティング㈱
６０回  白畑　　優   　みずほフィナンシャルルグループ㈱
６1回  常田　秀幸   　NECネクサソリューションズ㈱
６1回  和島　克幸   　オリエンタルモーター㈱
６2回  佐藤　　妙   　合同会社こころスペース奏代表
６2回  宮本　健一   　国立研究開発法人 産業技術総合研究所
６2回  小野寺良恵   　独立行政法人 国際協力機構（JICA）
６５回  佐々木亜希子   　㈱ワイ・プランニング（活動弁士）
６５回  庄司　　満   　横浜薬科大学 薬学部教授　
７０回  野崎　　誠   　わかば皮膚科クリニック 院長
８１回  後藤　将人   　ＭＡＤ　creation 代表
８１回  山崎　健悟   　芦原太郎建築事務所
８１回  上杉　聡美   　大田区役所
８８回  佐藤　絢子   　㈱イニシャル（Vector Group)
８８回  石川　文絵   　花王㈱

関東近郊のOB、
OGで酒東キャリア研修へ

ご協力くださる方、ご連絡ください。

担当／東京亀城会

宮本　健一（62回）
miyamoto100@gmail.com

「
生
徒
た
ち
に
何
ら
か
の
刺
激
を
」

仕
事
の
や
り
が
い
や
経
験
を
熱
く
語
る

62
回宮本 

健 

一 

　

11
月
10
日
（
日
）
に
、
約
２
０
０
人
の
酒

東
１
年
生
が
上
京
し
て
、
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
で
キ
ャ
リ
ア
研
修

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
東
京
亀
城
会
か
ら
Ｏ

Ｂ・Ｏ
Ｇ
の
20
名
が
協
力
し
、
生
徒
に
対
し
て
、

学
生
時
代
の
過
ご
し
方
、
仕
事
の
内
容
や
や

り
が
い
、
様
々
な
経
験
、
生
徒
に
期
待
す
る

こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
熱
く
語
り
ま
し
た
。
伝

統
的
に
（
？
）
シ
ャ
イ
な
生
徒
が
多
い
酒
東
で

す
が
、
先
輩
の
話
に
耳
を
傾
け
、
一生
懸
命
に

質
問
を
捻
り
出
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
取
組
み
は
、
生
徒
２
０
０
人
の
う
ち
1

人
に
で
も
、
彼
ら
彼
女
ら
の
考
え
方
に
何
ら

か
の
刺
激
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
成

功
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
採
点
は
難
し
い
で
す

が
、
熱
心
な
Ｏ
Ｂ・Ｏ
Ｇ
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
、

合
格
点
に
達
し
て
い
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
Ｏ
Ｂ・Ｏ
Ｇ
の
皆
さ
ん
、

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

○
仕
事
に
つ
い
て
か
ら
も
、
新
し
い
こ
と
に
挑

戦
し
た
い
と
思
っ
た
。
ま
た
、
日
本
語
で
伝

わ
る
文
章
と
い
う
言
葉
は
大
き
か
っ
た
。
英

語
ば
か
り
大
切
だ
と
思
っ
て
い
た
た
め
、
改

め
て
気
づ
か
さ
れ
た
。

○
ど
ん
な
こ
と
に
お
い
て
も
、
基
礎
は
重
要
だ

な
と
感
じ
た
。
今
後
様
々
な
課
題
に
取
り

組
む
上
で
、
自
分
の
考
え
を
持
つ
こ
と
が

探
究
に
つ
な
が
り
、
新
た
な
気
付
き
に
も

な
って
意
識
し
て
の
ぞ
み
た
い
。

○
人
に
対
す
る
礼
儀
や
マ
ナ
ー
を
見
直
し
た
い

と
思
っ
た
。
目
を
見
て
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
、

ど
ん
な
相
手
で
も
話
を
き
ち
ん
と
聞
く
、

当
た
り
前
の
こ
と
を
大
切
に
す
る
！　

今

は
興
味
を
持
っ
た
も
の
に
ど
ん
ど
ん
挑
戦
し

た
い
。

○
今
の
私
に
必
要
な
の
は
な
ん
と
いっ
て
も
勉

強
だ
と
感
じ
た
の
で
、
た
く
さ
ん
勉
強
す

る
く
せ
を
つ
け
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、

強
い
意
志
が
な
い
と
や
って
い
け
な
い
と
わ
か

っ
た
の
で
、
目
標
を
定
め
て
覚
悟
を
持
っ
て

頑
張
り
た
い
で
す
。

○「
ま
わ
り
は
変
わ
ら
な
い
。
自
分
が
変
わ

る
。」
と
い
う
言
葉
が
、
当
た
り
前
だ
け
ど

す
ご
く
心
に
残
っ
た
。

○
海
外
で
人
と
う
ま
く
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
を

と
る
た
め
に
、
普
段
か
ら
自
分
の
意
見
を

主
張
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
た
。
ま
た
、
気

持
ち
の
切
り
替
え
も
身
に
つ
け
た
い
。

○
人
生
を
楽
し
む
こ
と
こ
そ
が
必
要
だ
と
い

う
こ
と
を
感
じ
た
。
自
分
も
、
自
身
を
支

え
る
軸
を
作
り
た
い
と
思
っ
た
。

○「
人
脈
」
は
と
て
も
大
切
。
身
の
周
り
に
い

る
友
達
だ
け
で
な
く
、
自
分
に
関
わ
っ
て
い

る
人
す
べ
て
を
大
切
に
し
よ
う
と
思
う
。

○
自
分
が
何
を
や

り
た
い
か
を
ま

ず
考
え
る
。
挫

折
し
そ
う
に
な

っ
た
時
は
、自
分

は
ま
だ
過
程
に

い
る
と
思
い
、ポ

ジ
テ
ィ
ブ
に
物

事
を
考
え
た
い
。

○
講
師
の
先
生
方

に
共
通
し
て
い

る
の
は
、
勉
強

だ
け
で
は
な
く
、

趣
味
な
ど
で
幅

広
く
、
た
く
さ

ん
の
経
験
を
し

て
い
る
こ
と
だ
っ

た
。
僕
は
勉
強

す
ら
で
き
て
い
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
は

し
っ
か
り
と
学
習
し
、
様
々
な
こ
と
を
し
て

み
た
い
と
思
っ
た
。

○
言
わ
れ
た
こ
と
を
言
わ
れ
た
通
り
に
や
る
の

で
は
な
く
、
自
分
な
り
に
や
り
方
を
考
え

て
行
動
し
よ
う
と
思
っ
た
。
未
来
の
構
図
も

思
い
描
き
な
が
ら
生
き
て
い
こ
う
と
思
っ
た
。

○「
自
分
の
判
断
軸
」
を
持
つ
こ
と
。
当
然
キ

ャ
リ
ア
だ
け
で
な
く
、
人
間
関
係
や
勉
学

の
仕
方
、
自
分
の
考
え
方
に
も
大
き
な
影

響
を
与
え
る
も
の
だ
と
思
っ
た
。

○
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
を
大
事
に
す
る
。
大
学

が
ゴ
ー
ル
じ
ゃ
な
い
と
改
め
て
意
識
で
き
た
。

○
将
来
の
仕
事
を
決
め
る
た
め
に
、
大
学
に

入
って
探
す
と
い
う
考
え
方
が
と
て
も
印
象

に
残
り
ま
し
た
。
仕
事
に
就
い
た
と
き
必

要
に
な
る
信
頼
と
信
用
を
得
る
た
め
に
、

今
の
う
ち
か
ら
時
間
を
意
識
し
て
生
活
し

て
い
き
た
い
で
す
。

◆
生
徒
の
感
想
よ
り

◆
目　

的

①
社
会
人
（
企
業
人
）
と
し
て
、
将
来
の
社

会
貢
献
の
在
り
方
を
具
体
的
に
考
え
る
き

っ
か
け
と
す
る
。

②
社
会
の
現
状
を
知
る
こ
と
や
、
多
角
的
な

視
野
を
身
に
付
け
る
。

③
Ｏ
Ｂ・Ｏ
Ｇ
の
方
々
か
ら
将
来
に
向
け
た
助

言
を
頂
き
、現
状
を
見
つ
め
る
機
会
と
す
る
。

◆
概　

要

　

講
師
１
人
を
生
徒
８
名
程
度
が
囲
み
、
講

師
よ
り
現
在
の
職
業
や
仕
事
内
容
、
学
生
時

代
の
経
験
、
後
輩
の
酒
東
生
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

な
ど
に
つい
て
熱
く
語
り
、
生
徒
と
の
質
疑
応

答
、
意
見
交
換
を
行
う
。Ｏ
Ｂ・Ｏ
Ｇ
は
、
以

下
に
つい
て
熱
く
語
り
、
そ
の
後
生
徒
と
の
質

疑
応
答
・
意
見
交
換
を
行
う
。

〈
仕
事
・
会
社
〉

 

・
仕
事
の
内
容
、や
り
が
い
、面
白
さ
、困
難　

 

・
な
ぜ
今
の
仕
事
を
目
指
そ
う
と
思
っ
た
の
か

 

・
就
職
し
て
初
め
て
分
か
っ
た
こ
と

 

・
こ
れ
ま
で
に一番
や
り
が
い
の
あ
っ
た
仕
事

 

・
達
成
感 

・
必
要
な
適
性　

等

〈
高
校
時
代
・
大
学
時
代
〉

 

・
当
時
の
自
分（
今
、ど
う
変
わ
っ
た
か
）

 

・
貴
重
な
経
験

 

・
当
時
し
て
お
け
ば
良
か
っ
た
と
思
う
こ
と

 

・
当
時
、行
って
い
た
努
力　

等

〈
メ
ッ
セ
ー
ジ
・
ア
ド
バ
イ
ス
〉

 

・
企
業
で
必
要
と
さ
れ
る
人
材

 

・
同
じ
目
指
す
人
への
ア
ド
バ
イ
ス

 

・
人
と
し
て
大
切
な
こ
と

 

・
な
ぜ
勉
強
す
る
必
要
が
あ
る
の
か　

等
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米国歯科補綴専門医
米国歯科補綴ボード認定専門医

オリンピックは東京だけじゃない！
酒田にオリ・パラがやってくる！
～２０２０東京 オリンピック・パラリンピック 酒田市 ホストタウン事業～

東京亀城会55周年・ 酒田東高校創立100周年 特別寄稿
2021年に開催が決まった『東京オリンピック・パラリンピック』。成
功させるために一役買っているのがホストタウンだ。ホストタウンと
は、海外選手の事前合宿の受け入れや参加国と文化交流を行う自治
体のこと。 日本全国で493の自治体が名乗りを上げている（2020
年４月７日現在）。酒田市はニュージーランド・トライアスロンチーム
のホストタウンに登録。その運営に酒東の卒業生が関わっている。
新型コロナウイルスに負けじと、ホストタウン事業の運営に関わる酒
東ＯＢ２人に、その活動内容や思いをうかがった。

□ ホストタウンになったきっかけ
　酒田市がニュージーランドのホ
ストタウンになった きっかけは、東
北公益文科大学のニュージーラ
ンド研究所が日本におけるニュー
ジーランド研究の拠点として研究・
教育活動を展開していることです。
　ニュージーランドは、人口約５００
万人で、国土は日本の本州くらいの大きさです。世界で初めて女
性参政権が実現した国で、男女共同参画が進んでいる国です。
ジャシンダ・アーダーン首相は、39歳の女性で、首相就任後、産休
を取得したことでも有名になりました。ラグビーが国技で、昨年のワ
ールドカップでの活躍と「ハカ」と呼ばれるマオリの戦い前の踊り
は記憶に新しいと思います。
　キャンプを誘致 ・ 交流する競技団体としては 、全国的にも歴
史のある「みなと酒田トライアスロンおしんレース」が開催されて
いることから、トライアスロン競技をターゲットにしました 。

□ 主な取り組み
　酒田市では、２０１７年に 駐日ニュージーランド大使を招へい
したことを皮切りに、トライアスロン・ニュージーランドの強化部長

を招待し練習施設を視察していただくなど、東京2020大会の事
前キャンプの誘致を続けてきました。２０１７年からは、おしんレー
スをニュージーランドのトライアスリートにとっての「武者修行の場、
若手の登竜門」と位置づけ、将来のオリンピアン候補となる若手
選手を招待しています。おしんレースに参加するのはもちろんのこと、
高校生との交流会 や小学生との合同練習など様 な々国際交流を
行ってきました。
　その実績を受け、昨年７月にはトライアスロン・ニュージーランド
代表チームが酒田市内で１週間のキャンプを行い、丸山至酒田
市長（47回） とハミッシュ・カーター強化部長（２００４年アテネオ
リンピック、トライアスロン金メダリスト が 、２０２０大会本番での事
前キャンプ 地として協定を締結しました。
　市民への周知という部分では、高校生が活躍してくれています。
酒田光陵高校ビジネス流通科の生徒たちは、ニュージーランドの
マヌカハニーやクッキータイム（日本では原宿に１店舗のみですが、
ＮＺエアラインの機内おやつにも出てくる有名なクッキー）を仕入れ、
各種イベントの際に販売しながらニュージーランドやホストタウン活
動の紹介をしてくれています。
　また、酒田東高校の後輩たちは、モスバーガー酒田南店とコ
ラボして、店内にニュージーランド紹介ブースを展開してくれてい
ます。ニュージーランドクイズ、料理のレシピ 、 Ｋｉｗｉバードの塗り
絵を配置するなど、高校生らしいアイデアで ホストタウンの情報
発信を行っている姿はテレビ
ニュースでも取り上げられまし
た。
　将来を担う国際感覚あふれ
る若者たちの育成につながる
よう、今後も様 な々展開を図っ
ていきたいと考えています。

酒田市地域創生部
交流観光課　課長補佐

子ども４人
ライフワークはバスケットボールの指導

池田　郁雄

第
62回

□ ニュージーランドを身近に感じてもらう！
　私からは東北公益文科大学と連携したホストタウン活動につい
て紹介させていただきます。初めに紹介するのは、ニュージーラ
ンド社会のことを身近に感じていただくための市民向けの連続講
座の開催です。「 Get to Know New Zealand !  ～ニュージーラ
ンドを知ろう～」と題した講座は、東北公益文科大学ニュージー
ランド研究所のコーディネートにより、日本とニュージーランドの共通
点やマオリ文化と歴史、先進的
な福祉・子育て施策、国技とし
てのラグビー等について楽しく学 
び ます。 ニュージーランドのホスト
タウンとして酒田市が目指すもの
について考えを深める機会となっ
ています。

□ 首相のデスクに傘福が！
　次に紹介するのは「ニュージーランド傘福制作プロジェクト」です。
東北公益文科大学ニュージーランド研究所では、ニュージーラン
ドに留学経験のある学生とともに、 2019 年 3 月に発生したニュー
ジーランド・クライストチャーチ襲撃事件 の被害者 に哀悼の意を

込めて、「ニュージーランド傘
福」を製作・寄贈するプロジェ
クトを立ち上げました。庄内傘
福研究会の協力の下、キウイ
やシルバーファン、北前船等の
ニュージーランドと酒田市ならで
はの飾り物を吊した 傘福を製
作 。 大学の研修プログラムでニ
ュージーランドを訪問した際に、
酒田市ニュージーランド市民交流団とともに、クライストチャーチの
アルノール・モスク、ニュージーランド政府、オークランド日本人会
に寄贈しました。
　また、このニュージーランド訪問においては、オークランド日本人
会の皆さんと傘福製作ワークショップを行い、新たな交流を築 きま
した。 ニュージーランド政府に寄贈した傘福は、なんとアーダーン
首相ご自身のデスク上に飾られています。（アーダーン首相のイン
スタグラムに投稿されています。）東北公益文科大学のニュージ
ーランド研究所の存在が、酒田市とニュージーランドの交流におい
て大きな架け橋となっているところです。

□ 酒田市はニュージーランドの応援団！
　このように、私たちが携わる酒田市のホストタウン事業では、様々
な分野の市民と協力しながらニュージーランドとの交流を深める中
で、スポーツの素晴らしさを再認識し、お互いの国の良さを学び、
ニュージーランド・トライアスロンチームがオリンピックで好成績を収
められるように、市民全体で支援する準備を着実に進めるとともに、
オリンピック終了後も共生社会づくりに おいて、ニュージーランドの
先進的な社会施策を学び続けたいと考えています。

酒田市地域創生部 
交流観光課主事

独身　剣道４段

数馬　大蔵

第
84回

キャンプ地決定署名式の様子

NZ紹介ブースを飾った酒東生

NZ連続講座は15回行われた

アーダーンNZ首相のデスク
右側に傘福が置いてある
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幼稚園児から70代まで稽古に励んでいます。

お問い合わせは事務局へ
〒161-0034 東京都新宿区上落合 3-23-17 １階

TEL：03-3363-8430

落合道場・新宿道場・下高井戸道場・久米川道場
府中道場・吉祥寺道場・高円寺道場・調布道場

国際空手道連盟 極真会館
東京城西支部

昭
和
三
五
年
卒

酒
田
東
高
校

東
京
珊
瑚
の
会

珊 

瑚 

悠 

々

大
功
電
設
工
業
株
式
会
社

取
締
役
会
長

（
昭
和
三
五
年
卒
）

後　

藤　
　

功　

記

▲本社ビル8階の珊瑚ホール

▲染谷英雄氏

▲昇段昇級審査会（２０１５年）

▲全日本大会出場選手の強化合宿（於：晴海）
　（後列中央が阿曽氏）（２０１６年）

▲㈱栄電子本社ビル

▲阿曽芳樹氏

　

染
谷
君
は
、
高
校
在
学
中
に
父
親
が
亡
く

な
っ
た
た
め
進
学
の
夢
を
捨
て
、
秋
葉
原
の
富

久
無
線
電
機
に
就
職
し
ま
し
た
。
進
学
校
卒

で
商
業
、
工
業
、
技
術
的
な
知
識
も
な
い
中
、

営
業
畑
で
苦
労
し
た
よ
う
で
す
。
持
ち
前
の

忍
耐
と
不
屈
の
精
神
で
、
７
年
後
に
26
歳
で

早
く
も
ち
い
さ
い
な
が
ら
会
社
を
立
ち
上
げ
、

苦
難
の
末
、
平
成
９
年
に
は
念
願
の
株
式
上

場
ま
で
に
会
社
を
育
て
上
げ
ま
し
た
。
時
代

の
波
に
も
乗
れ
た
こ
と
が
大
き
い
と
思
い
ま
す

が
、
本
人
の
負
け
ず
嫌
い
、
東
北
人
の
粘
り

強
さ
が
成
功
の
鍵
と
な
り
ま
し
た
。
当
初
予

定
し
て
い
た
上
場
時
期
が
バ
ブ
ル
崩
壊
と
平
成

不
況
に
よ
り
や
む
な
く
延
期
と
な
り
、
３
年

後
に
よ
う
や
く
夢
が
か
な
い
ま
す
。
会
社
の
名

称
は
、
母
親
の
栄
子
さ
ん
か
ら
と
って
「
栄
電

子
」
と
し
ま
し
た
。
母
親
が
こ
れ
ま
で
育
て
て

く
れ
た
苦
労
に
報
い
る
た
め
で
し
た
。

　

平
成
20
年
、
念
願
の
新
社
屋
を
建
設
し
、

創
業
の
地
秋
葉
原
で
電
子
部
品
総
合
商
社
と

し
て
中
堅
の
地
位
を
確
立
し
て
活
躍
し
て
お
り

ま
す
。
本
社
ビ
ル
建
設
に
際
し
て
は
、
同
期
の

私
の
会
社
（
㈱
設
計
集
団
東
京
設
計
室
）
に

設
計
監
理
を
依
頼
し
て
く
れ
ま
し
た
。
会
社
の

取
引
先
な
ど
で
設
計
者
は
い
く
ら
で
も
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
が
、
本
社
設
計
は
私
の
と
こ
ろ
と

決
め
て
実
行
し
て
く
れ
ま
し
た
。
本
当
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。
ビ
ル
の
８
階
の
ホ
ー
ル
は
「
珊
瑚

ホ
ー
ル
」
と
命
名
し
、
珊
瑚
の
会
員
の
み
な
ら

ず
母
校
東
校
の
関
係
者
も
利
用
で
き
る
よ
う
に

開
放
し
て
お
り
ま
す
。
母
校
生
徒
の
支
援
事
業

と
し
て
立
ち
上
げ
た
「
ぜ
ん
ご
塾
」
開
催
に
も
、

数
度
に
わ
た
り
場
所
の
提
供
を
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
新
築
の
年
の
珊
瑚
の
会
新
年
会
は
「
珊

瑚
ホ
ー
ル
」
で
盛
大
に
開
催
し
、
み
ん
な
で
染

谷
君
の
成
功
を
祝
福
し
ま
し
た
。

　

毎
年
の
新
年
会
は
場
所
を
銀
座
「
お
ば
こ
」

（
同
期
の
相
馬
且
君
経
営
）
に
固
定
し
て
30
数

回
に
な
り
ま
す
が
、
時
間
の
許
す
限
り
毎
回
参

加
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
いつ
も
偉
ぶ
る
こ
と
な

く
同
期
の
仲
間
と
し
て
「
お
い
、
お
ま
え
」
と

呼
び
合
え
る
和
や
か
な
雰
囲
気
を
作
って
い
ま
す
。

　

染
谷
君
の
企
業
人
と
し
て
の
会
社
経
営
の
理

念
は
、「
事
業
の
成
功
を
独
り
占
め
す
る
の
で
は

な
く
事
業
で
得
ら
れ
た
利
益
は
支
え
て
く
れ
た

人
た
ち
に
還
元
す
る
」。
同
期
の
仲
間
や
故
郷

を
支
援
す
る
精
神
は
一
貫
し
て
い
て
、
庄
内
ゆ

か
り
の
人
た
ち
の
親
睦
会
「
ふ
れ
あ
い
酒
田
」
の

会
長
も
務
め
、
毎
年
郷
土
の
お
土
産
を
会
員
に

提
供
し
て
き
ま
し
た
。
恩
返
し
の
精
神
は
、
中

学
・
高
校
・
遊
佐
町
・
酒
田
市
に
お
よ
び
、
今

ま
で
に
沢
山
の
支
援
を
続
け
て
き
ま
し
た
。「
ふ

る
さ
とへの
恩
返
し
」
と
いつ
も
言
って
お
り
ま
す
。

平
成
28
年
に
は
そ
の
功
績
を
評
価
さ
れ
、
酒
田

市
よ
り
「
功
労
表
彰
」
さ
れ
ま
し
た
。

　

残
念
な
こ
と
に
３
年
前
脳
梗
塞
で
倒
れ
ま
し

た
が
、
驚
異
的
な
精
神
力
で
厳
し
い
リ
ハビ
リ
を

乗
り
越
え
て
体
の
不
自
由
を
克
服
し
、
現
場
に

復
帰
し
ま
し
た
。
今
年
我
々
同
期
は
傘
寿
の
年
。

人
生
の
一
つ
の
区
切
り
を
迎
え
ま
す
が
、
よ
う

や
く
彼
も
会
社
を
し
り
ぞ
き
、
今
後
の
余
生
を

楽
し
む
た
め
の
行
動
を
始
め
ま
し
た
。

染
谷
英
雄
と
東
京
珊
瑚
の
会

 

伊
藤　

正
治
郎

第
35回

　

高
校
時
代
は
柔
道
部
で
活
躍
し
た

阿
曽
氏
。
極
真
会
館
に
入
門
し
た
の

は
39
才
の
時
、
自
分
の
息
子
に
も
空

手
を
習
わ
せ
る
つ
も
り
で
稽
古
風
景

を
見
学
し
た
の
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。
息
子
は

怖
が
っ
て
、「
お
父
さ
ん
も
一
緒
に
や
る
な
ら

入
門
す
る
」
と
言
っ
た
の
で
親
子
で
入
門
す
る

こ
と
に…

。
そ
の
う
ち
に
親
の
方
が
稽
古
に
熱

が
入
り
、
暇
さ
え
あ
れ
ば
道
場
に
足
を
運
ぶ

ほ
ど
空
手
に
の
め
り
込
ん
で
い
く
。
１
９
９
８

年
か
ら
は
師
範
代
と
し
て
門
下
生
の
指
導
に

あ
た
る
よ
う
に
なった
。

　

阿
曽
氏
が
打
撃
力
強
化
の
た
め
に
始
め
た

の
が
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
。
自
ら
の
経
験
を
空

手
の
指
導
に
も
取
り
入
れ
、
独
自
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
理
論
で
徹
底
的
に
パ
ワ
ー
と
ス
タ
ミ
ナ
を

鍛
え
て
い
る
。
ま
た
、
自
身
も
選
手
と一緒
に

ト
レ
ー
ニン
グ
を
行
い
、
２
０
０
６
年
全
日
本
ベ

ン
チ
プ
レ
ス
大
会
（
Ｍ
Ⅱ
67.5
㎏
級
）
と
２
０
１

３
年
ジ
ャ
パ
ン
ク
ラ
シッ
ク
（
Ｍ
Ⅲ
66
㎏
級
）
で

優
勝
し
て
い
る
。
特
に
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
選
手
の

み
を
対
象
に
指
導
す
る
強
化
選
手
ク
ラ
ス
は
、

根
性
論
で
は
な
く
数
値
目
標
を
設
定
し
て
全

力
で
達
成
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
飛
躍
的
に
記

録
を
伸
ば
し
、世
界
レベル
で
の
試
合
で
も
結
果

第
45回世

界
を
制
す
る
パ
ワ
ー

マ
ッ
ス
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

我 ら 幹 事 年 東
京
珊
瑚
の
会
は
、
35
回
卒
業
で
、
㈱
栄
電
子
の
社
長

染
谷
英
雄
は
同
期
の
仲
間
で
す
。
同
期
3
1
3
名
は
多
彩
な

人
材
を
輩
出
し
、
各
方
面
で
活
躍
し
ま
し
た
が
、
唯
一
、

上
場
会
社（
ナ
ス
ダ
ッ
ク
ス
）の
社
長
を
務
め
て
い
る
の
は

彼
一
人
で
、
同
期
の
誇
り
で
す
。

鳥
海　

重
年

極
真
会
館

東
京
城
西
支
部
師
範
代

阿
曽
　
芳
樹

を
残
す
よ
う
に
なった
。
森
善
十
朗
選
手
（
２

０
０
９
、
２
０
１
３
年
世
界
ウ
エ
イ
ト
制
中
量

級
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
）、
鎌
田
翔
平
選
手
（
２
０

１
６
全
日
本
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
２
０
１
７
年
世
界

ウ
エ
イ
ト
制
重
量
級
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
）
を
は
じ

め
と
し
て
、
数
多
く
の
全
日
本
ウ
エ
イ
ト
制
チ

ャン
ピ
オ
ン
を
輩
出
し
て
い
る
。

　

現
在
、
阿
曽
氏
は
、
極
真
会
館
東
京
城

西
支
部
師
範
代
と
し
て
、
８
道
場
、
お
よ
そ

６
５
０
人
の
門
下
生
を
指
導
し
て
い
る
。
10
代

後
半
か
ら
30
代
前
半
が
３
割
、
幼
稚
園
児
か

ら
小
学
生
が
４
割
、
35
才
か
ら
の
壮
年
及
び

女
性
が
３
割
、
空
手
を
習
う
目
的
も
多
様
で

あ
る
が
、
一
人
ひ
と
り
の
目
的
に
合
わ
せ
て

稽
古
内
容
を
変
え
な
が
ら
レベル
ア
ッ
プ
を
図
っ

て
い
る
。
特
に
少
年
部
で
は
強
さ
を
追
求
す

る
こ
と
が
す
べ
て
で
は
な
く
、
礼
儀
作
法
を
学

び
、
自
分
に
自
信
を
持
ち
、
人
と
し
て
成
長

す
る
こ
と
を
一
番
の
目
的
に
し
て
い
る
。

　

道
場
で
の
空
手
指
導
の
み
な
ら
ず
、
東
京

大
学
、
早
稲
田
大
学
、
法
政
大
学
、Ｉ
Ｃ
Ｕ
、

日
本
大
学
、
武
蔵
野
大
学
の
極
真
空
手
同
好

会
の
指
導
も
行
って
い
る
。
ま
た
空
手
指
導
の

他
に
千
葉
商
科
大
学
大
学
院
会
計
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
研
究
科
客
員
教
授
と
し
て
教
鞭
を
ふ
る

う
な
ど
、
ま
さ
に
文
武
両
道
、
き
わ
め
て
多

忙
な
生
活
を
送
って
い
る
。

　

学
生
時
代
か
ら
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
、
ベ
ン
チ

プ
レ
ス
練
習
中
の
大
胸
筋
断
裂
、
空
手
指
導

中
の
ア
キ
レ
ス
腱
断
裂
な
ど
の
大
け
が
を
克
服

し
て
き
た
阿
曽
氏
。
そ
の
強
靭
な
精
神
力
と

空
手
へ
の
情
熱
は
衰
え
る
こ
と
な
く
、
生
涯

現
役
を
目
指
し
て
日
々
研
鑽
を
積
ん
で
い
る
。

第35・45回卒
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社会の中で “生きにくさ” を感じている方
まずはお気軽にご相談ください。

社会の中で “生きにくさ” を感じている方
まずはお気軽にご相談ください。

TEL：042-686-2833

住所： 〒192-0081 東京都八王子市横山町25-16 フロイデンビル2F
URL：https://www.lykke-hachioji.com

TEL：042-649-8260

丸市　豊也 （45回卒）

相談支援センター「タック」 障害者就労移行支援 lykke アカデミー

スマートフォンでも
ご覧いただけます。

ジ
ワ
ッ
と
郷
愁

酒
東
つ
な
が
り
を

　
９
月
28
日
の
同
期
会
、
新
宿
に
酒
田
地
区

か
ら
８
名
、
初
参
加
４
名
、
総
勢
43
名
が
集
い

ま
し
た
。
矢
野
同
期
会
会
長
、
富
士
元
酒
東

校
長
、
鳥
海
亀
城
会
実
行
委
員
長
の
挨
拶
に

続
き
乾
杯
、
歓
談
と
な
り
ま
し
た
。

　

惜
し
む
ら
く
故
後
藤
誠
さ
ん
最
後
の
寄
贈

と
な
っ
た
「
初
孫 

魔
斬
」
が
振
舞
わ
れ
る
や
、

五
臓
六
腑
に
浸
み
わ
た
り
、
場
は
一
気
に
和

み
庄
内
弁
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。

　

中
村
屋
こ
だ
わ
り
の
名
物
カ
リ
ー
が
登
場
す

る
と
、
恐
ろ
し
や
古
希
目
前
の
45
卒
、
ず
ん
胴

鍋
に
入
っ
た
カ
リ
ー
の
前
に
行
列
が
出
来
43
名

分
が
瞬
く
間
に
空
に
。
完
食
で
し
た
。
先
ほ
ど

ま
で
の「
節
々
が
痛
い
」「
疲
れ
る
」「
食
が
細
い
」

な
ど
ど
こ
吹
く
風
の
旺
盛
な
食
欲
で
し
た
。

　

校
歌
斉
唱
、
白
熱
の
気
、
エ
ー
ル
と
続
き
、

心
が
ひ
と
つ
と
な
り
希
望
に
満
ち
た
青
春
時
代

に
浸
る
な
か
、
時
を
同
じ
く
し
て
「
W
杯
ラ
グ

ビ
ー
日
本
が
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
歴
史
的
劇
的
勝

利
」
の
一
報
が
会
場
を
包
み
ま
し
た
。
熱
い

高
揚
感
と
感
動
を
同
期

一
同
で
分
か
ち
合
え

た
、
思
い
出
に
残
る
時

間
と
な
り
ま
し
た
。

　

良
く
飲
み
、
良
く

食
べ
、
語
ら
い
、

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
満

面
に
笑
み
を
た
た

え
た
記
念
写
真

が
撮
れ
ま
し
た
。

満
面
に
笑
み
を

た
た
え
た
記
念
写
真

 

木
村
　
洋
介

第
45回

▲12月6日新宿で。何人か
　帰ったあとの写真撮影に
　なってしまいましたが… ▲43名の笑顔！

▲後列左から2番目が筆者

▲子ども向け実験教室で

　

都
内
近
郊
に
住
む
第
65
回
同
期
で
す

が
、
毎
年
12
月
に
忘
年
会
を
兼
ね
た
同

期
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

思
いつ
き
で
数
名
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
会
、

回
を
重
ね
る
ご
と
に
参
加
者
も
増
え
て
き
て
お

り
、
今
で
は
毎
回
20
名
以
上
は
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に

集
ま
る
規
模
に
な
り
ま
し
た
。

　

来
ら
れ
る
地
域
も
、
都
内
で
開
催
す
る
関
係

上
必
然
的
に
関
東
在
住
の
参
加
者
が
多
く
な
っ

て
し
ま
う
の
で
す
が
、
昨
年
は
北
陸
か
ら
参
加

し
た
方
も
お
り
、裾
野
が
広
が
り
つつ
あ
り
ま
す
。

　

容
姿
も
高
校
時
代
か
ら
全
く
変
わ
ら
な
い

人
も
い
れ
ば
、
全
く
面
影
の
な
い
人
等
、
50
才

も
近
づ
く
と
様
々
で
す
が
、
庄
内
弁
が
飛
び
交

う
中
、
こ
の
時
だ
け
は
気
持
ち
は
皆
自
然
と
高

校
時
代
に
戻
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
話
を
す
る
中

で
同
郷
の
仲
間
が
皆
、
公
私
共
に
様
々
な
道
を

歩
ん
で
頑
張
っ
て
い
る
事
を
知
る
と
、
自
分
も

頑
張
ら
な
け
れ
ば
と
改
め
て
思
い
知
ら
さ
れ
る

事
も
あ
り
、
楽
し
い
だ
け
で
な
く
自
分
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
高
ま
る
場
に
も

な
って
き
ま
し
た
。

　

始
ま
って
か
ら
10
年
以
上
経

ち
ま
す
が
、
す
っ
か
り
年
末
の

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定

着
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
同
期

の
仲
を
深
め
る
場

と
し
て
集
ま
り
続

け
て
い
き
た
い
と
思

って
い
ま
す
。

第
65回

第
65回

我 ら 幹 事 年

山
科
　
範
泰

開
催
か
ら
十
数
年
。

す
っ
か
り
定
着
の

忘
年
会

　

私
は
大
学
４
年
間
を
駒
込
の
旧
荘
内
館
で
過

ご
し
ま
し
た
。
当
時
は
、
よ
く
亀
城
会
の
会
合

が
そ
こ
で
開
か
れ
、
準
備
と
い
う
名
目
で
タ
ダ
酒

を
飲
ま
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
荘
内
館
の
先
輩
に
誘
わ
れ
、
東
京
亀
城

会
に
参
加
し
た
の
は
今
か
ら
３
年
前
。
学
生
時

代
の
記
憶
と
思
って
い
た
亀
城
会
で
す
が
、
今
で

は
あ
の
時
の
あ
の
方
や
こ
の
方
と
一
緒
に
総
会
を

準
備
す
る
立
場
と
な
り
、
嬉
し
く
思
って
い
ま
す
。

　

我
々
75
回
生
は
今
年
で
39
歳
。
皆
仕
事
に
子

育
て
に
忙
し
く
、
最
近
で
は
高
校
時
代
の
友
人

と
会
う
機
会
は
めっ
き
り
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
同
期
会
と
呼
べ
る
集
ま
り
も
ま
だ

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
今
回
幹
事
を
担
う
に

あ
た
り
「
亀
城
会
総
会
への
お
誘
い
」
を
き
っ
か

け
に
、
毎
年
会
う
面
子
か
ら
20
年
振
り
の
友
人

ま
で
、
様
々
に
同
期
生
と
の
再
会
を
果
た
し
ま

し
た
。
会
う
機
会
は
、
敢
え
て
作
ら
な
け
ば
生

ま
れ
ま
せ
ん
し
、
疎
遠
と
な
っ
た
場
合
は
な
お
の

こ
と
。
改
め
て
亀
城
会
と
い
う
「
場
」
の
意
義

を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
契
機
に
同
期
会
発
足
を
！　

と
夢
想

し
て
い
た
矢
先
に
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
す
の
で
、
総

会
中
止
は
残
念
無
念
で
す
。
今
後
も
不
明
瞭
な

状
況
は
続
く
と
は
思

い
ま
す
が
、
さ
ら
に

一
年
間
、
同
期
生
と

の
繋
が
り
を
紡
い
で
、

是
非
と
も
来
年
の
総

会
は
た
く
さ
ん
の
仲
間

が
集
ま
る
場
に
で
き
れ

ば
と
思
って
お
り
ま
す
。

　
５
年
ほ
ど
前
か
ら
総
会
懇
親
会
や
キ
ャ
リ
ア

研
修
に
参
加
し
、
酒
東
の
縦
と
横
の
つ
な
が

り
が
広
がって
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
度
、
東

京
亀
城
会
学
年
理
事
も
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。

ス
マ
ホ
等
が
普
及
し
デ
ジ
タ
ル
な
場
で
の
交
流

が
急
増
し
て
い
ま
す
が
、
人
物
を
知
って
も
ら

う
た
め
に
は
リ
ア
ル
な
対
面
交
流
も
重
要
で

す
。
今
後
、
い
ろ
い
ろ
な
機
会
で
皆
様
に
お
会

い
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

第
75回

飯
野
　
玄
遊

庄
司
　
満

来
年
の

総
会
こ
そ
は
！

第35・45・55・65・75回卒

　

故
郷
酒
田
を
離
れ
て
40
年
。
こ
の
間
、
知

人
が
私
を
酒
田
出
身
と
知
っ
た
際
の
最
初
の

反
応
で
す
。

最
初
の
上
司
「
海
坂
藩
か
、
渋
い
ね
」

鹿
児
島
出
身
の
仲
人
「
庄
内
の
人
に
は
西
南

戦
争
で
世
話
に
な
っ
た
」

那
覇
の
ス
ナ
ッ
ク
マ
マ
「
椎
名
誠
絶
賛
の
ワ
ン

タ
ン
メ
ン
で
知
っ
た
」

広
島
県
庁
職
員
「
北
前
船
の
ロマ
ン
で
繋
が
り

ま
し
ょ
う
」

青
森
県
庁
職
員
「
じ
ゃっ
ぱ
汁
（
タ
ラ
鍋
）
の

味
比
べ
し
よ
う
」

鶴
岡
出
身
の
同
僚
「
清
河
八
郎
、石
原
莞
爾
、

藤
沢
周
平
、
佐
藤
賢
一、
み
な
鶴
岡
、
酒
田

は
土
門
拳
だ
け
」

銀
座
の
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
「
飛
島
の
ダ
イ
ビ
ン
グ

で
死
に
か
け
た
」

岡
山
在
住
の
義
母
「
え
ら
い
北
の
ほ
う
や
ね
」

　

ま
あ
ど
ん
な
コ
メ
ン
ト
に
も
、
ジ
ワ
ッ
と
郷

愁
が
湧
く
の
は
不
思
議
な
も
の
で
す
。

　

亀
城
会
行
事
に
は
今
回
が
初
参
加
と
な

る
。
仕
事
以
外
で
社
会
と
の
つ
な
が
り
が
あ

る
だ
ろ
う
か
、
と
最
近
考
え
る
。
４
年
前
か

ら
会
社
の
ボ
ラ
ン
ィ
ア
活
動
で
子
ど
も
向
け
の

実
験
教
室
が
始
ま
っ
た
。
北
の
丸
公
園
の
科

学
技
術
館
友
の
会
の
小
中
学
生
に
年
２
、
３

回
、
化
学
発
光
、
水
の
ろ
過
を
テ
ー
マ
に
行
っ

て
い
る
。
参
加
し
た
社
員
は
延
べ
70
名
、
小

中
学
生
は
３
２
０
名
に
な
っ
た
。
２
年
前
に
は

朝
日
新
聞
東
京
版
の
記
事
に
と
り
あ
げ
て
も

ら
っ
た
。
仕
事

を
離
れ
て
、
子

ど
も
た
ち
と

過
ご
す
ひ
と
時

は
楽
し
い
。
酒

東
つ
な
が
り

も
、
も
う
一
つ

社
会
と
の
つ
な

が
り
に
し
た
い

と
思
う
。

第
55回

第
55回

菅
野
　
等

大
石
　
裕
基

伊藤 正治郎
い  とう  しょう  じ  ろう

　日本大学工学部建築学科卒業後、設
計事務所2社勤務を経て30歳の時独
立。仲間と㈱設計集団を設立、渋谷で
40年間設計業務を続ける。
　傍ら東京亀城会の運営にも協力し副
会長も務めました。70歳で事務所をやめ
て後、趣味の水彩画を楽しむ毎日です。
　高校時代、登下校には必ずこの新井
田橋を渡り鳥海山を眼前に仰ぎ見て雄大
さ、美しさを目に過ごしました。表紙の絵
は、そんな若き日の思いを表現しました。

第
35回 建築家

世
代
を

超
え
た

交
流
楽
し
く

表紙作品 制作者のご紹介
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酒
東
偉
人
伝

シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手

岸 

洋
子
（
28
回
）

第
４
回

昭
和
９
年（
１
９
３
４
）〜
平
成
４
年（
１
９
９
２
） 

享
年
58

♪ 

希
望
と
い
う
名
の 

あ
な
た
を
た
ず
ね
て　

遠
い
国
へ
と 

ま
た
汽
車
に
の
る…

　

岸
洋
子
さ
ん
は
昭
和
９
年
５
月
23
日
、
酒

田
市
八
軒
町
（
現 

新
井
田
町
）
に
７
人
兄
妹

の
６
番
目
と
し
て
生
ま
れ
た
。
本
名
は
小
山

洋
子
。
愛
称
は
「
よ
こ
ち
ゃ
ん
」。
幼
い
頃
か

▲東京芸術大学時代

ら
人
前
で
歌
う
こ
と
が
好
き
だ
っ
た
。
浜
田
小

２
年
の
時
に
は
「
舌
切
り
雀
」
の
劇
で
お
爺
さ

ん
役
を
、
５
年
の
時
は
日
本
舞
踊
の
発
表
会

で
「
藤
娘
」
を
披
露
し
た
。
転
機
が
訪
れ
た
の

は
小
６
の
時
。
姉
の
久
子
さ
ん
が
通
っ
て
い
た

歌
の
レ
ッ
ス
ン
に
付
い
て
行
っ
た
時
の
こ
と

だ
っ
た
。
先
生
の
加
藤
千
恵
さ
ん
は
宝
塚
歌
劇

団
の
声
楽
教
授
。
洋
子
さ
ん
の「
歌
声
」と「
大

き
な
身
体
」
に
声
楽
家
の
素
質
を
見
出
し
、

自
ら
レ
ッ
ス
ン
さ
せ
て
く
れ
と
申
し

出
た
と
い
う
。
こ
う
し
て
洋
子
さ
ん

の
”歌
と
歩
む
人
生“
が
始
ま
っ
た
。

　

酒
田
二
中
か
ら
酒
東
に
進
学
し
た

洋
子
さ
ん
は
オ
ペ
ラ
歌
手
を
夢
見
て
、

美
大
の
最
高
峰
、
東
京
芸
術
大
学
を

目
指
す
。
酒
東
で
同
級
生
だ
っ
た
今
井
俊
明

さ
ん
は
当
時
の
洋
子
さ
ん
を
「
高
校
時
代
か

ら
目
立
っ
て
い
た
よ
。
背
が
高
く
ス
ラ
ッ
と
し

て
歌
も
う
ま
い
。
色
白
で
モ
デ
ル
の
よ
う
だ
っ

た
」
と
語
っ
た
。「
そ
う
い
え
ば
成
田
（
三
樹

夫
さ
ん
）
も
ヒ
ョ
ロ
っ
と
し
て
色
白
だ
っ
た

な
ぁ
。」
と
も
話
し
て
く
れ
た
。
酒
東
で
同
級

生
だ
っ
た
岸
洋
子
さ
ん
と
成
田
三
樹
夫
さ
ん
。

母
校
を
代
表
す
る
二
人
の
ス
タ
ー
は
、
此
の
世

に
も
う
い
な
い
。

　

東
京
芸
大
に
進
学
し
オ
ペ
ラ
歌
手
を
目
指

し
た
洋
子
さ
ん
だ
っ
た
が
、
22
歳
の
頃
、
原

因
不
明
の
病
気
に
襲
わ
れ
断
念
。
自
殺
を
考

え
る
ほ
ど
追
い
詰
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
あ

る
歌
手
の
歌
が
彼
女
を
救
う
。
フ
ラ
ン
ス
の

シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手
エ
デ
ィ
ッ
ト
ピ
ア
フ
の
歌
だ
。

当
時
の
心
境
を
洋
子
さ
ん
は
、
後
に
こ
う
記

し
て
い
る
。

―

ク
ラ
シ
ッ
ク
一
辺
倒
だ
っ
た
私
が
、
友
人

に
も
ら
っ
た
１
枚
の
L
P
が
き
っ
か
け
で
シ
ャ

ン
ソ
ン
を
う
た
う
よ
う
に
な
る
の
だ
か
ら
ひ
と

の
人
生
は
わ
か
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。（
中
略
）

何
の
小
細
工
も
な
く
人
生
を
う
た
い
上
げ
る

ピ
ア
フ
に
感
動
し

た
私
は
、
い
っ
ぺ

ん
に
シ
ャ
ン
ソ
ン

が
好
き
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。―

　

こ
う
し
て
昭
和

36
年
に
「
た
わ
む

れ
な
い
で
」
で
レ

コ
ー
ド
デ
ビ
ュ
ー
。

ち
な
み
に
「
岸
洋

子
」
と
い
う
芸
名
は
、
身
体
が
大
き
い
の
に
本

名
の
小
山
洋
子
で
は
、
そ
ぐ
わ
な
い
と
、
姉
の

嫁
ぎ
先
の
苗
字
「
岸
」
を
拝
借
し
て
出
来
た

名
前
だ
。
昭
和
39
年
に
は
「
夜
明
け
の
う
た
」

が
大
ヒ
ッ
ト
、
同
年
の
日
本
レ
コ
ー
ド
大
賞
歌

唱
賞
を
受
賞
。
N
H
K
紅
白
歌
合
戦
に
も
出

場
し
た
。
ま
さ
し
く
母
校
の
誇
り
だ
。

♪ 

夜
明
け
の
う
た
よ　

私
の
心
の　

昨
日
の
悲
し
み　

流
し
て
お
く
れ…

　

多
忙
な
洋
子
さ
ん
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
合

間
を
縫
い
、
突
然
帰
省
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

い
と
こ
の
阿
部
昇
さ
ん
は
「
洋
子
は
酒
田
弁
丸

出
し
で
、
美
空
ひ
ば
り
、
越
路
吹
雪
、
今
陽
子
、

和
田
ア
キ
子
ら
の
話
を
し
ま
し
た
。
越
路
吹

雪
は
で
き
る
わ
よ
、
今
陽
子
は
い
い
子
だ
よ
〜

と
楽
し
く
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
話

が
素
敵
な
お
土
産
で
し
た
。」
と
述
懐
し
た
。

帰
省
時
に
は
ラ
ー
メ
ン
の
満
月
や
喫
茶
店
の

ケ
ル
ン
に
も
立
ち
寄
っ
た
そ
う
だ
。
酒
田
の
人

な
ん
だ
な…

と
親
し
み
を
感
じ
る
。

　

家
族
と
テ
レ
ビ
番
組
の
「
オ
ー
ル
ス
タ
ー
家

族
対
抗
歌
合
戦
」（
昭
和
47
〜
昭
和
61
）
に
出

た
こ
と
も
あ
っ
た
。
萩
本
欽
一
さ
ん
が
司
会
を

勤
め
る
、
芸
能
人
と
そ
の
家
族
に
よ
る
歌
合

戦
だ
。
出
演
し
た
親
戚
の
佐
藤
優
子
さ
ん
は
、

当
時
の
こ
と
を
今
で
も
良
く
覚
え
て
い
た
。

「
私
た
ち
は
洋
子
さ
ん
の
久
我
山
の
ご
自
宅
で

何
度
も
練
習
を
重
ね
ま
し
た
。
収
録
前
の
楽

屋
で
は
顔
色
が
良
く
映
る
よ
う
に
と
、
大
き

な
化
粧
ブ
ラ
シ
で
頬
紅
を
ポ
ン
ポ
ン
と
さ
し
て

も
ら
い
嬉
し
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

２
部
合
唱
で
『
翼
を
く
だ
さ
い
』
や
『
ア
メ
リ

カ
ン
フ
ィ
ー
リ
ン
グ
』、
家
族
全
員
で
『
お
お

シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
』
を
歌
い
ま
し
た
。
練
習
の
甲

斐
あ
っ
て
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
選
ば
れ
、
さ
ら
に

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
で
優
勝
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。」
皆
さ
ん
の
楽
し
そ
う
な
様
子

が
目
に
浮
か
ぶ
。

　

洋
子
さ
ん
に
は
、
東
京
に
居
な
が
ら
酒
田

を
感
じ
ら
れ
る
大
切
な
場
所
が
あ
っ
た
。
姉
の

小
菊
さ
ん
が
切
り
盛
り
す
る
渋
谷
・
道
玄
坂

の
ス
ナ
ッ
ク
「
回
転
木
馬
」
だ
。「
ド
ア
を
開

け
る
と
カ
ウ
ン
タ
ー
、
左
側
に
ボ
ッ
ク
ス
、
右

奥
突
き
当
り
が
ス
テ
ー
ジ
。
洋
子
は
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
が
空
く
と
店
に
顔
を
出
し
て
歌
の

サ
ー
ビ
ス
。
店
内
は
山
形
弁
に
酒
田
弁
。
山
形

県
人
会
の
よ
う
な
賑
わ
い
に
地
酒
の
乾
杯
は

格
別
で
し
た
。」
と
、
い
と
こ
の
阿
部
昇
さ
ん

は
懐
か
し
む
。

　

酒
東
の
同
級
生
だ
っ
た
今
井
俊
明
さ
ん
は

「
回
転
木
馬
」
の
常
連
客
で
あ
り
、
洋
子
さ
ん

の
遊
び
仲
間
だ
っ
た
。「
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
洋
子

の
家
に
行
っ
て
麻
雀
を
や
り
ま
し
た
。
強
か
っ

た
で
す
よ
、
洋
子
は
。
頭
が
良
い
ん
で
す
よ
。

正
月
や
夏
休
み
に
は
洋
子
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や

仲
間
た
ち
と
箱
根
に
も
行
き
ま
し
た
。
私
た

ち
は
船
で
相
模
湾
に
出
て
、
セ
ス
ナ
に
乗
っ
た

洋
子
た
ち
と
海
と
空
で
合
流
す
る
な
ん
て
こ

と
も
や
っ
た
な…

」
と
懐
か
し
そ
う
に
語
っ
た
。

膠
原
病
と
闘
い

な
が
ら
ス
テ
ー

ジ
に
立
ち
続

け
た
洋
子
さ

ん
に
と
っ
て
、

田
舎
の
言
葉
で

話
せ
る
店
や

気
の
置
け
な
い

仲
間
た
ち
は
、身
も
心
も
安
ら
ぐ
「
故
郷
」
だ
っ

た
に
違
い
な
い
。

　

昭
和
45
年
９
月
、
洋
子
さ
ん
は
酒
田
市
民

会
館
で
リ
サ
イ
タ
ル
を
終
え
た
直
後
に
危
篤

状
態
と
な
っ
た
。
翌
年
１
月
20
日
、
奇
跡
的
に

カ
ム
バ
ッ
ク
し
た
時
に
書
い
た
詩
が
あ
る
。

―

「
歌
っ
て
倒
れ
、
歌
う
こ
と
で
ま
た
立
ち

直
れ
た
私
。
最
上
川
の
白
鳥
を
見
た
時
こ
の

清
純
可
憐
な
鳥
が
生
き
る
た
め
、
様
々
な
困

難
を
克
服
し
て
、
は
る
ば
る
北
か
ら
飛
ん
で

き
た
の
か
、
と
思
う
と
息
が
止
ま
る
ほ
ど
感

動
し
ま
し
た
。
い
ま
は
命
あ
る
限
り
歌
い
続

け
て
い
き
た
い
そ
れ
だ
け
。」―

　

酒
田
大
火
の
際
は
病
を
押
し
て
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
復
興
に
”希
望“
を

与
え
た
。
病
と
闘
い
な
が
ら
ス
テ
ー
ジ
に
立
ち

続
け
た
洋
子
さ
ん
だ
っ
た
が
、
平
成
４
年
12

月
11
日
、
敗
血
症
の
た
め
急
逝
。
享
年
58
。
早

す
ぎ
る
死
が
悔
や
ま
れ
て
な
ら
な
い
。

　

洋
子
さ
ん
を
偲
ぶ
歌
の
集
い
「
岸
洋
子
メ
モ

リ
ア
ル
う
た
ご
え
」
が
、
命
日
の
12
月
11
日
に

酒
田
の
希
望
ホ
ー
ル
で
３
年
前
か
ら
開
催
さ
れ

て
い
る
。
岸
洋
子
さ
ん
の
歌
は
今
も
多
く
の
人

た
ち
の
心
に
”希
望“
の
光
を
灯
し
て
い
る―

。

【
写
真
提
供
】酒
田
市
立
資
料
館

【
参
考
文
献
】「
山
形
の
女　

〜
シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手 

岸
洋
子 

 

海
に
沈
め
ら
れ
た
貝
〜
」（
水
戸
部
浩
子 

著
）

 

「
二
人
三
脚
の
人
生
」（『
山
形
教
育
』１
９
９
１
年
５
月
号
）

【
謝　
　

辞
】 

本
コ
ラ
ム
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、阿
部
昇
さ
ん
、

 

佐
藤
優
子
さ
ん
、佐
藤
喜
和
子
さ
ん（
岸
洋
子
を
歌
い
つ
ぐ
会
）、

 

富
樫
美
代
さ
ん
、熱
海
寿
美
さ
ん
、斉
藤
と
よ
子
さ
ん
、

 

今
井
俊
明
さ
ん
、五
十
嵐
智
さ
ん
に
ご
協
力

 

い
た
だ
き
ま
し
た
。心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

▲幼少時代

▲高校時代

▲回転木馬にて

N
H
K
紅
白
歌
合
戦
７
回
出
場
、２
度
の
日
本
レ
コ
ー
ド
大
賞
歌
唱
賞
受
賞
。

ヒ
ー
ル
を
履
け
ば
１
７
０㎝
を
超
え
る
身
体
か
ら
出
る

力
強
い
歌
声
は
”金
魚
鉢
の
中
の
鯨“
と
評
さ
れ
た
。

病
と
闘
い
な
が
ら
壮
絶
な
歌
手
人
生
を
送
っ
た
岸
洋
子
さ
ん
の

故
郷
への
思
い
を
御
親
戚
や
酒
東
時
代
の
同
級
生
の
証
言
か
ら
探
っ
た
。

予
期
せ
ず
訪
れ
た
、
歌
と
歩
む
人
生

オ
ペ
ラ
を
断
念
…

そ
し
て
シ
ャ
ン
ソ
ン
と
の
出
会
い

家
族
と
歌
合
戦
に
出
演
、

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
！

東
京
に
あ
っ
た
大
切
な
故
郷

今
で
も
多
く
の
人
の
心
に
灯
る

„
希
望
“の
光

記
・
安
藤　

茂
克
（
60
回
）
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1899年創業から120周年
　　　未来を創る地域企業

代表取締役社長　加藤　聡

〒998-0875　酒田市東町一丁目１番地の８
TEL0234-23-5411㈹　FAX0234-23-5410

株式会社庄内環境エネルギー
　・酒田大浜風力発電所　・遊佐日向川風力発電所
株式会社ウインドパワーさかた
　・酒田第二大浜風力発電所
株式会社ゆざウインドファーム
　・西遊佐風力発電所 

マスコミも大注目の
 「まち遺し」活動

同期会・
運動部OB会など
２次会に是非お使
いください！

57回応援団 日和山ホテル 佐藤　仁
090-9332-9290 まで

DO
UK
IK
A
I  
G
EN
KI
DE

SU
                            DOUKIKA

I  GENKIDESU

元
気
な
皆
さん

の近
況、教えてください！

42回  菅原 幸夫
42回  菅原 幸夫

毎年花見の季節に恒例の二八会、今年は3月29日の予定
でしたが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止に。
ただ、仲間うち10人ほどで毎月、誰かの誕生会を兼ねて飲
み会を開催しており、写真は1月19日、靖国神社への初詣
の時のものです。
一時は「もう年だしやめるか」という話も出ましたが、「百歳ま
で生きる」と豪語する同期もいるため、こうなったらできる限り
続けていきます。

28回〈東京二八会〉  五十嵐 智28回〈東京二八会〉  五十嵐 智

39回〈東京三九会〉  小松 昇39回〈東京三九会〉  小松 昇

33回〈東京燦々会〉  相川 俊明33回〈東京燦々会〉  相川 俊明

43回「元乙女と紅顔の美少年｣  信夫 優子
43回「元乙女と紅顔の美少年｣  信夫 優子

還暦以来続く三四(みよし)会の旅。昨年９月に傘寿記念のブラリ旅で酒
田・関東在住を中心に秋田・神戸・岐阜の仲間と共に開催。夜の銀座を
楽しみ、見え隠れする富士の姿を追いながら忍野八海・三保の松原・久能
山東照宮などを巡る２泊３日の楽しい旅となりました。
今年は80歳を迎えての東京
五輪を記念し、2年連続の東
京開催を企画した矢先のコロ
ナ騒動。100年前のスペイン
風邪やアジア風邪・香港風邪
に迫る勢いの感染拡大中（4
月半ば記）。同期会も例にもれ
ず、延期か中止か思案中です。

34回傘寿記念のブラリ旅  増川 威志
34回傘寿記念のブラリ旅  増川 威志

去年８月 いなほ会のメンバー池田義寛氏が病気療養中であったが亡くなりました。
例年１１月頃に開催していた会を自粛し、今年３月２０日に墓参りを企画しましたが、
当初１０人を超える参加希望者が、新型コロナウイルス感染の影響が深刻になり、
最終的には４人での墓参りとなりました。その墓地は、彼らしく広大な公園墓地の
一画にあり、墓碑には鳥海山が描画されていました。一同合掌し、在りし日の池田
氏を偲びました。
次回のいなほ会は１１月頃とし、その際に他のメンバーにも報告したいと思います
ので、ご参加下さい。

44回〈いなほ会〉  遠藤 功44回〈いなほ会〉  遠藤 功

毎年5月最終土曜日に開催している巽会。同期が毎
回ハガキを作って案内してくれます。昨年は、31名が
銀座のらん月に集まりました。二次会は、62回卒の大
渕司さんが経営する銀座八丁目のお店「ぺア」（中央
区銀座8-6-7 belle銀座Ⅱビル2Ｆ）で、カラオケも交え
盛り上がりました。同窓ということで、かなりリーズナブ
ルにして頂いたようです。コロナウイルスでたいへんだ
と思いますが、終息したら皆様ぜひご利用下さいませ。

46回  杉本 千賀子
46回  杉本 千賀子

若い気持ちでいる事をこう書くのかど
うか知らない。でも我ら三一会のメン
バーは若か気でいるようだ。2019年
の関東三一会の懇親会は例年の通
り11月17日（日）新宿土風炉で行っ
た。会場は私が幹事をしている間はこ
れからも変えることはないだろう。毎年
続けることが大切だと思っている。
11月第3日曜日（今年は11月15
日）13:00新宿土風炉に行けば
三一会の連中が集まっていると
決めたい。これからも毎年続けて
いきたい。

31回「若か気」  小山 嘉吉31回「若か気」  小山 嘉吉

同期会2月15日に池袋
にて行いました。
コロナウイルスの一日も
早い収束を願っています。
ともどもに、ここを乗り切
りましょう。
ファイト！

秋も深い11月9日、御連れ合いの方と共の人もいて、26名が東京
駅八重洲地下に集いました。病を推しての方、病を越えての方、
色々な時を越えて、52年振りに会った方。｢思えば僅か3年席を並
べただけなのに懐かしく思うのはどうしてでしょうか｣と後でメールをく
れた方もいて盛会でした。これを機会に2年毎の開催をと思ってい
ます。今年は酒田で、そして来年また東京でお会いしましょう。

令和元年11月11日、京王プラザホテルで27名
が出席して楽しく盛り上がった。
年々参加者が減っていく淋しさがあるが、会えば
昔話しに花が咲き、若さを取り戻して帰路につく。
自然消滅するまでは、と皆で頑張っている。

36回〈山麓会〉  小出 和子36回〈山麓会〉  小出 和子

中3の時の鳥海の暁登山が忘れられず、酒東
でバスケットの仲間と「山岳部」に入部しようと
したら「女子はダメです」。仕方なく大学で「女
子山岳部」へ。それから山との生活が始まり、
山に行っては感動したところでスケッチをしてい
ます。日本山岳会の「山好きの山の絵展」が、
時に山麓会の出会いの場になっていました（こ
の写真には、同期だけでなく先輩もおりますが）。しかし段々歩くのが困難な人たちが
増えてきました。「鳥海・最上川・日本海」自然に恵まれた酒田で育まれた皆さん、どうぞ
いつまでもお元気で。

令和元年10月19日（土）東京神楽坂において、39回同期会を行いました。第1部
は、我らが誇る同期の俳優・佐藤輝さんと、65回卒の活動弁士の佐々木亜希子
さんとの共演ライブ公演、藤沢周平作『春秋山伏記』の観劇に始まりました。　　
皆万障やりくりし、観劇だけに、家族同伴で、飲み会だけに駆けつけてくれた方々、
同期生の未だ忙しい人生模様を見させ
てくれました。
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昭和五四年卒
酒田東高校

梧  葉  会

電　話　０４８－４６７－２３８２
連絡先　阿 部 　浩 美

 

 

公益財団法人和敬塾 
〒112-8682 

東京都文京区目白台 1-21-2 

代表 03(3941)7446 

https://www.wakei.org/ 

boshu@wakei.or.jp 

1955年の創立以来、5000人以上のOBが各界で活躍中です。それぞれ特色を

持った東・西・新南・北寮の４つの寮で、約40大学に通う300人の大学生・

留学生・大学院生が共同生活を送っています。 

 

52回〈東風52会〉再見！  
友野 勝彦・池田 明幸
52回〈東風52会〉再見！  
友野 勝彦・池田 明幸

こ つ こ つこ つ こ つ

58回〈東京５８会〉ゲリラ開催！  梅津 功58回〈東京５８会〉ゲリラ開催！  梅津 功
ご や っ か いご や っ か い

60回  安藤 茂克60回  安藤 茂克

63回「みんな応援しています」  森田 美佳63回「みんな応援しています」  森田 美佳

酒東５３の会は、令和元年（2019年）10月13日の日曜日に、「ル・ポット・フー」にて「還
暦を祝う会」を開催しました。おりしも台風19号襲来で、参加出来なくなったメンバーも多
数いましたが、総勢82名が集いました。酒東卒業して42年「よくぞここまで」、「まだまだこ
れから」と様々な想いが交錯する中、「人生二周目」の門出を皆で祝い、旧交を温めるこ
とが出来ました。当日は、ラグビーＷ杯日本対スコットランド戦の中継もあり、二次会の
「浪漫亭」は、さながらライブ・ビューイング会場！ 皆で狂喜乱舞しながら観戦しました。
「４年に一度ではない、一生に一度」の本当に思い出深い一日となりました。

53回〈還暦同期会〉  信夫 太志53回〈還暦同期会〉  信夫 太志

今年は初参加が多かった！

盛り上がる

大ジャン
ケン

大会！！

第4回東京亀城会 　芋煮会大 開催！

乞うご期待！

親子で参加
の

成澤さん
（74回）

年に２～３回プチ同窓会と称して“呑み会”
やってます。集合写真などというものも撮っ
ておらず、個々の写真を合成しました。
関東にお住まいの同級生の皆さん、１年に
1回くらいは集まりましょう！
連絡先はP22下段の「酒東関東60会」の
広告をご覧下さい！ ショートメールでもＯＫ！

令和元年6月1日、フクモリ神田万世橋店
に集いました。この店は、奥村くんの紹介で
訪れて以来のお気に入りです。山形県の
食材が中心で美味、値段がリーズナブル、
雰囲気・接客もよいです。そんななかで、
ずーっと笑顔で会話が弾みました。

酒田在住の同級生・鈴木裕美子さんの上京の折に、集まれるメ
ンバーが緊急に集い、東京５８会を令和２年２月７日（金）に蒲田
「和（なごみ）」で開催しました。久し
ぶりに見る顔も多く、懐かしさのあ
まり、一部メンバーは終電を逃し、
朝帰りだったそうです(笑)。
３年後に我々は幹事年を迎えます。
協力していただけるメンバー招集
も含め、頻繁にかつ大規模に開
催していきたいと思います。

　

東
京
亀
城
会
で
は
、
親
子
ほ
ど
の
年
の
差
を
超
え
た

異
世
代
交
流
の
場
と
し
て
、
ギ
タ
ー
部
を
結
成
し
ま
し

た
。
現
在
、
構
成
は
31
回
小
山
嘉
吉
さ
ん
と
、
58
回
梅

津
の
２
名
で
す
が
、
２
年
ほ
ど
活
動
し
て
お
り
、
12
月

理
事
会
＆
懇
親
会
で
お
披
露
目
も
し
て
い
ま
す
。

　

発
足
の
経
緯
等
は
、
東
京
亀
城
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ど
う
ぞ
。

　
「
弾
き
語
り
や
っ
て
み
た
い
。」「
久
し
ぶ
り
に

ち
ょ
っ
と…

」
等
々
、
初
心
者
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま
で

大
歓
迎
で
す
。
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
に
ギ
タ
ー
持
参

で
集
合
、
一
杯
や
り
な
が
ら
音
合
わ
せ
や
ら
自
前

ギ
タ
ー
の
自
慢
や
ら…

。
ギ
タ
ー
は
音
を
重
ね
る

ほ
ど
に
心
に
響
く
楽
器
で
す
。
生
活
に
新
た
な
音

色
を
重
ね
て
み
ま
せ
ん
か
？  　

梅
津  

功
（
58
回
）

東
京
亀
城
会
ギ
タ
ー
部
発
足
？

〜
異
世
代
交
流
の
お
誘
い
〜

飛
島
を
舞
台
に
し
た
ド
キ
ュメ
ン
タ
リ
ー

『
島
に
て
』公
開

東
風
ら
亀
城
人
！

こ
　
　      

ち

今年の芋煮も、
うめけ～！

酒田の
食材で作った

美味芋煮♥

　2019年（令和元年）10月２６日（土）駒込の庄内館で東
京亀城会芋煮会が行われました。今回は家族連れから現
役女子大生まで総勢１９名が参加。なんとドイツから参加
した方も。元木会長のジャンケン大会も白畑副会長が代
行。大・大・大盛会となりました！ 一部始終を捉えた写真
が東京亀城会ＨＰで見られます。ぜひアクセスを。
　今年も１０月末に行う予定です。遠慮無用！ バンバン
ご参加ください！

今年も10月中に開催の予定です！
日時＆場所は決まり次第
東京亀城会HPで
お知らせします。

自慢の同期のひとり、松山観光バスの池田新くん。地域
にとって、なくてはならない存在です。個人的にも、ＪＲ運
休時の代行や、姪っ子の芸工大オープンキャンパスへの
送迎でお世話になりました。今回のコロナウイルスによる
世界的危機の影響をまともに受けていることでしょう。でも
大丈夫。困難を乗り越えて強くなる、そんな力があるから。
またみんなで集まって飲んで大笑いしましょう！
皆様、帰省の際はどうぞご利用ください
●https://www.matsuyama-kankobus.co.jp/　東京亀城会

　HPへの

▲QRはこちら▲『島にて』チラシ

　
「
飛
島
」
の
今
が
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
映
画
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
が
子
ど
も
の
頃
は
、
漁
業
も
た
く

さ
ん
の
旅
館
民
宿
も
と
て
も
元
気
で
、

夏
は
一
大
観
光
地
だ
っ
た
飛
島
。
飛
島

中
学
校
唯
一
の
部
活
卓
球
部
は
酒
田
市

で
一
、
二
を
争
う
強
豪
校
で
、
憧
れ
で

も
あ
り
ま
し
た
。

　

現
在
島
民
は
１
４
０
人
。
飛
島
小

中
学
校
は
、
こ
の
春
、
た
っ
た
一
人

の
卒
業
生
を
送
り
出
し
ま
し
た
（
阿

部
周
校
長
58
回
）。

　

消
え
そ
う
な
島
の
灯
を
新
た
に
灯

し
始
め
た
新
し
い
世
代
の
新
た
な
取

り
組
み
と
生
き
方
、
そ
し
て
、
島
に

暮
ら
し
続
け
る
お
じ
い
さ
ん
お
ば
あ

さ
ん
た
ち
の
言
葉
か
ら
に
じ
み
出
る

そ
れ
ぞ
れ
の
人
生…

。
試
写
会
で
何
度

と
な
く
笑
い
、
涙
し
ま
し
た
。
こ
の
作

品
は
、
飛
島
固
有
の
歴
史
や
文
化
も
残

し
つ
つ
、
全
国
の
島
や
地
方
が
抱
え
る

問
題
も
浮
き
彫
り
に
し
て
い
ま
す
。

　

懐
か
し
さ
と
切
な
さ
と
温
か
さ
と
、

不
安
と
希
望
。酒
田
の
方
言
と
と
も
に
、

じ
っ
く
り
ご
覧
頂
き
た
い
一
作
で
す
。

  

活
動
弁
士　

佐
々
木
亜
希
子（
65
回
）

山
形
で
５
月
よ
り
先
行
上
映
、

ポ
レ
ポ
レ
東
中
野
、横
浜
ジ
ャ
ッ
ク
＆

ベ
テ
ィ
で
も
６
月
公
開
予
定
。
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特
定
自
主
検
査
認
定
工
場
・
東
北
陸
運
局
指
定
民
間
車
検
場

〒
九
九
八‒

〇
八
三
二

　
山
形
県
酒
田
市
両
羽
町
九‒

四

　
　
　
　
電
話 

〇
二
三
四‒

二
二‒

九
四
三
三

（
平
成
八
年
卒
）

代
表
取
締
役
社
長  

加
藤
　
成

修
理
は
な
ん
で
も
お
ま
か
せ
く
だ
さ
い

乗
用
車
か
ら
建
設
機
械
ま
で

太
洋
自
動
車
工
業
株
式
会
社

酒
東
柔
道
部
後
援
会

東
京
支
部

会　
　

長

（
昭
和
四
六
年
卒
）

〒
三
〇
〇‒
一
二
三
二

　
牛
久
市
上
柏
田 
四‒

二
四‒

一
五

　
電
話
　
〇
九
〇（
三
三
一
九
）
九
五
二
六

安
　
達
　
圭
　
逸

72ｍｍ×60ｍｍ ￥20,000   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

１ ２ ３

目指したのは我らが『校歌』のようなホームページ

ホームページ、新っだらしぐなたぞ～。

東京亀城会の新しいホームページは、以下に力点を置いています。

親しみやすく
わかりやすい表現

これまでの
同窓会活動への
リスペクト

●会報アーカイブ
　 過去の会報がいつでも
　 見られるように

●庄内弁の活用
●シンプルな構成

●各年次の同窓会
●各部OB会の集会
●OB各人の活動紹介

会員の皆さんの
活動を積極的に紹介

▲大沢「大」文字の
（整備をする阿部さんと大沢地区の
皆さん2019年７月）

▲陸羽西線PR動画のワンシーン

▲トップページ
▲一例

▲大沢
「大」文字

酒
田
市 
八
幡
地
域
・
大
沢
地
区 

地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
　
阿
部 
彩
人 

（
74
回
）

白
崎
映
美
さ
ん
に
も
ご
出
演
い
た
だ
い
た
庄

内
弁
ド
ラ
マ
「
ん
め
ち
ゃ
！
」
の
企
画
や
、

芋
煮
ソ
ン
グ
「
芋
煮 

de 

ハ
ー
モ
ニ
ー
」
の

作
詞
・
作
曲
・
企
画
を
し
、YouTube

で
公

開
す
る
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

酒
田
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
故
郷
の
た
め
に
貢

献
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
年
々
高
ま
る
中
、

遊
佐
町
が
東
京
で
主
催
す
る
移
住
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
。
酒
田
東
高
校
の
１
学
年
上
の
先
輩

で
あ
る
和
島
経
輔
さ
ん
が
登
壇
さ
れ
、
遊
佐

町
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
東
京
か
ら

Ｕ
タ
ー
ン
し
て
、
自
ら
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し

て
の
ス
キ
ル
を
存
分
に
発
揮
し
て
い
る
話
を

伺
い
ま
し
た
。
自
分
も
協
力
隊
と
し
て
酒
田

で
働
き
た
い
と
い
う
思
い
が
強
ま
り
、
酒
田

市
八
幡
地
域
・
大
沢
地
区
の
地
域
お
こ
し
協

力
隊
募
集
に
応
募
し
、
２
０
１
８
年
５
月
よ

り
着
任
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
大
沢
地
区
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
、

住
民
が
草
刈
り
で
山
に
描
い
た「
大
」文
字
に

着
目
し
、夏
季
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
実
現
し
、

お
盆
の
新
し
い
お
祭
り『
大
沢「
大
」文
字
ま

づ
り
』を
地
区
住
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
主

催
。大
沢
の
美
味
し
い
米
を『
大
沢「
大
」文
字

米
』と
し
て
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
、個
人
販
売
す
る

な
ど
の
活
動
の
他
、庄
内
弁
ド
ラ
マ
の
最
新

話「
ん
め
ち
ゃ
！ 

〜LO
CA
L H
EROES

〜
」

を
大
沢
地
区
で
撮
影
しYouTube

で
公
開
。

　

２
０
１
９
年
度
は
、酒
田
Ｆ
Ｍ
ハ
ー
バ
ー

ラ
ジ
オ
で
毎
週
月
曜
朝
９
時
放
送
の
１
時
間

番
組「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
・
阿
部
彩
人
ど
伊

藤
秀
和
の
庄
内
も
っ
け
だ
レ
デ
ィ
オ
」を
ス

タ
ー
ト
し
た
り
、酒
田
市
・
松
山
観
光
バ
ス
様

か
ら
の
依
頼
で
制
作
し
た
庄
内
観
光
ス
ポ
ッ

ト
紹
介
＆
バ
ス
車
内
安
全
啓
発
映
像「
庄
内

じ
ょ
ん
だ 

も
っ
け
だ
の
囃
子
」や
、酒
田
市

の
矢
口
副
市
長
か
ら
の
依
頼
で
制
作
し
た
Ｊ

Ｒ
陸
羽
西
線
Ｐ
Ｒ
動
画「
お
ぐ
の
ほ
そ
道 

彩

り
ワ
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
」をYouTube

で
公
開

す
る
な
ど
の
活
動
も
。

U
タ
ー
ン
奮
闘
記

首
都
圏
で
暮
ら
し
、働
い
た
か
ら
こ
そ
、

故
郷
で
活
か
せ
る
こ
と
が
あ
る
。

そ
う
だ
！ 

Ｕ
タ
ー
ン
し
よ
う
―
。

　

２
０
２
０
年
４

月
か
ら
は
協
力
隊

任
期
の
最
終
年
度

と
な
る
３
年
目
。

大
沢
地
区
の
地
域

資
源
を
生
か
し
た

観
光
サ
ー
ビ
ス
や

特
産
品
開
発
な
ど

を
企
画
す
る
会
社

を
起
業
し
、
大
沢

が
持
続
可
能
な
地

域
に
な
っ
て
い
く
た
め
に
外
か
ら
お
金
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～東京亀城会ホームページ刷新奮戦記～刷新奮戦記 http://kijokai.tokyo/ 検索

　２０１８年初夏に始まった“新ホームページ事業委員会”。ま
ずは、どんなコンセプトにするか、どういう段取りで作成する
か、梅雨明けの居酒屋でビール片手に？検討開始です。メン
バーは、２０１８年度の会報（38号）で大作『酒東偉人伝―番外
編―』の筆者庄司輝雄さん（61回）、毎年総会・懇親会で会場の
プレゼンテーション係を担ってくれている常田秀幸さん（61
回）、そして広報担当梅津（58回）の３名です。
　メンバー全員がシステム開発を生業としながらも、人様に見
てもらうWEBページなど作ったこともなく、手探りで進めねば
なりません。「スキルの高い強力な助っ人が必要だなあ…」思い
ついたのは阿部彩人さん（74回）。阿部真央やサカナクションと
いったメジャーミュージシャンのホームページ制作に携わって
きたWEBデザイナーであるとともに、長年東京亀城会への若
手結集に尽力し、同年春にUターンして町おこしに貢献してい
る、東京でも地元でも注目度No．1の人材です。
　比較的若い世代にピタッとくるようなコンセプトのデザイン
で、従来のコンテンツをまとめたパイロット版が、年明け早々に
できあがりました。パイロット版を執行理事に見てもらい、諸々
意見をいただきました。色々議論が出る中で、我々が拘った点
は「酒東卒業生全世代へのリスペクト」です。東京亀城会にとっ
ての『顧客』は誰か。社会に出て数十年の大先輩から酒東を今
まさに卒業してきた若者まで「全方位世代」が顧客です。唯一の
共通要素は「酒東卒業した」こと。

―酒東卒業生に共通していることって何だ？
　東京亀城会会員の皆さんは、酒田東高校を卒業し、遠く離れ
た首都圏の空のもと、必死に生きています。日々の激務、都会の
暮らしに追われ、気付いてみると、本当になりたい大人になった
か、本当にやりたいことをしているかを省みる日々。思い出して
ください。我々の心の拠り所、そうです、我らが『校歌』です。振り
返ると「愛あり仁ある」「心理と美に待つ」「平和の日に立つ」と
いう人としての拠り所を示してくれる指標が校歌に含まれてい
ます。この校歌のコンセプトに従ってさえいれば、逆にどんなも
のでもOKでは？　相手へのリスペクトを忘れず、自らの仕事に
誇りを持ち、世界の平和に貢献する人材であれと…！

　以上、諸々を混然とさせてできあがったのが、今回のホーム
ページです。
　我校の校歌と同様、「あ、そういえば『うちの同窓会』のホーム
ページあったな」と振り返って見ていただき「また明日から
ちょっと頑張るか」といった、池井戸潤原作のドラマのような存
在にしていただけると嬉しい限りです。そのためには皆さんの
手で更にこのホームページを育てていただく必要がございま
す。是非、皆様の生の声をお聞かせください。
<info_tokyokijokai@yahoo.co.jp> 「全員参加・劇場型
ホームページ」悪くないんじゃないでしょうか？　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 梅津　功（58回）
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是非ご覧いただきたくお願いします。 HPへの
QRはこちら
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酒東関東60会

２０２１年
懇親会に集まろう！

有志一同

（昭和60年卒）

〈連絡先〉

電話：080ー 3083ー 0113
白畑　優

電話：090ー 1660ー 8501
安藤茂克

お
知
ら
せ

令和元年度事業報告 東京亀城会会則

令和２年度事業計画案
令和２年度は、以下のとおり、①から⑨の事業を実施する予定。ただし、
集会を伴う事業については、新型コロナウイルス感染症の状況によって、
延期・中止等の可能性がある。

❶ 会報発行　
　 令和２年６月上旬に第４０号を発行。オールカラー、2４ページ。

❷ 総会開催
　 令和２年６月２７日（土）（書面開催）なお、懇親会は中止とする。

❸ 母校創立１００周年記念事業
 　酒田東高に記念品を贈呈。記念品は、母校と調整し、
　 理事会等に相談の上、決定する。

❹ 酒田東高校東京キャリア研修の支援
　 前年度と同様に、母校からの依頼に基づき講師を派遣する。

令和元年度決算・令和２年度予算案

○会　長　　元木　 徹 42回（留任）

○副会長　　金井 敏明41回　丸市 豊也45回　髙橋 常昭46回
 阿部 浩美54回　白畑　 優60回
 （以上5名留任）
 梅津　 功58回（退任）

○監　事　　菅原 幸夫42回（留任）　信夫 優子43回（留任）

役員案（会長、副会長、監事）

Ⅰ　一般会計の部 単位：円

Ⅱ　母校創立百周年支援積立金特別会計の部

収入

支出

前年度繰越金
年会費
総会参加費
各種会合費
会運営賛助金
寄附金
利息・雑収入
広告掲載料
50周年特別会計から繰入
収　入　小　計
収　入　合　計

1,530,070
960,000

1,340,000
140,000
400,000

0
30,000
850,000
383,179

4,103,179
5,633,249

2,057,340
860,000

0
90,000
300,000

0
30,000

1,000,000

2,280,000
4,337,340

30,000
140,000
250,000

1,400,000
60,000
120,000

1,000,000
110,000
100,000
250,000
120,000
50,000
50,000

3,680,000
1,953,249

15,000
90,000
164,000
117,000
60,000
120,000

1,200,000
70,000
80,000
230,000
150,000
70,000
50,000

2,416,000
1,921,340

1,530,070
860,000

1,248,000
142,500
304,000
30,000
78,806
860,000
383,179

3,906,485
5,436,555

14,940
97,596
224,000

1,473,998
0

100,000
986,751
107,438
24,649
230,594
30,000
69,249
20,000

3,379,215
2,057,340

会議費
各種会合費
渉外費（他団体交流費）
総会運営費
同期会発足支援費
母校支援委員会活動費
会報制作発送費
ホームページ運用費
イベント開催費
事務諸経費
旅費・交通費
振込手数料
予備費
支　出　合　計
次年度繰越金

令和元年度予算 令和元年度決算 令和2年度予算

収入

支出
差引

前年度繰越金
寄付金収入
利息

次年度繰越金

3,918,511
305,000

346
0

4,223,857

4,223,857
0
0

4,223,857
0

令和元年度決算 令和2年度予算

以下のとおり、①から⑨の事業を実施した。

❶ 会報発行　
　 令和元年5月15日に第39号を発行。オールカラー、20ページ。

❷ 総会・懇親会開催
　 令和元年 ６月2２日（土）１４時　大手町「サンケイプラザ」４階ホール
　 担当年次：３4回　４4回　５4回　６4回　７4回　　　
　 参 加 者：会員1２４名、学生５名、来賓2５名 計154名

❸ 母校創立１００周年記念事業
　 ・酒田東高校の創立100周年に合わせて、自分達を育ててくれた母校
に感謝し、後輩である在校生と将来入学してくる生徒達に役立つ記念
品を贈呈するために、募金を前年度に引き続き実施。

　 ・記念品について、東京亀城会内での議論及び酒東校長先生との意
見交換を実施。

❹ 酒田東高校東京キャリア研修の支援
　 令和元年1１月10日（日） 国立オリンピック記念青少年総合センター
　 ・講師2０名を派遣。
　 ・1年生約200名を8名程度ずつのグループに分け、講師を囲んで進
路や職業等について語り合う座談会を実施。

❺ 交流いも煮会
　 １０月２６日（土）駒込学生会館　
　 参加人数　１9名

❻ ホームページのリニューアル
　・デザイン及びコンテンツを一新し、ドメインを次のとおりにした。　
　 http://kijokai.tokyo/

❼ 母校同窓会への参加
　・亀城同窓会総会・懇親会　
　 令和元年11月1６日（土） ホテルリッチ＆ガーデン酒田

❽ 他校同窓会等との交流（懇親会出席）
　 ・如松同窓会東京支部（鶴岡北高校）
　 ・東京鶴翔同窓会（鶴岡南高校）
　 ・東京有煒会（酒田西高校）
　 ・酒田中央高校東京支部同窓会
　 ・黎明同窓会東京支部（鶴岡中央高校）
　 ・藤門南桜同窓会関東支部（酒田南高校）
　 ・東京みやまちどり会（庄内総合・旧余目高校）
　 ・城畔同窓会関東支部（鶴岡工業高校）
　 ・酒田光陵高校東京同窓会紫紺会（酒田商業高校）
　 ・酒田工業高校関東支部　
　 ・ふれあい酒田

❾ 理事会、会務執行理事会等
　 ・理事会
　 ４ 月14日（日）　7 月20日（土）　１2月 7 日（土）

　 ・会務執行理事会
　 ４ 月14日（日）　6 月 8 日（土）　 7 月20日（土）
　 9 月28日（土）  １2月 7 日（土）　 2 月15日（土）
　 3 月28日（土）

　 ・会計監査（平成３０年度分）
　 ４ 月14日（日）

❺ 交流芋煮会
　 １0月に、野外・屋内を含めて総合的に拡大開催する。

❻ ホームページの維持
　 会報と密接にリンクを図り、内容の充実化を図る。

❼ 母校同窓会への参加
　 ・酒田東高校創立100周年記念式典　　
　　令和２年１０月１７日（土）
　 ・亀城同窓会総会・懇親会　
　　令和２年１１月２１日（土）
　 ・酒田東高校運動部OB会総会　
　　令和３年３月上旬

❽ 他校同窓会等との交流

❾ 理事会、会務執行理事会等
　 ・理事会　
　  5 月 7 日（木）※書面開催　7 月18日（土）　１2月12日（土）
　 ・会務執行理事会
　  7 月 4 日（土）　9 月26日（土）　１1月28日（土）
　 12月12日（土）　2 月13日（土）　 3 月27日（土）
　 ・会計監査（令和元年度分）　4 月21日（火）※書面開催　

●第一章　総則
　（名　称）
第一条　本会は、東京亀城会と称する。
　（事務所）
第二条　本会は、事務所を東京都・神奈川県・埼玉県及び千葉県のいずれかに置く。
　（目　的）
第三条　本会は、会員相互の親睦を図ると共に、母校酒田東高等学校（以下母校
という）及び亀城同窓会との連携を密にし、母校の発展に寄与することを目的とする。
　（事　業）
第四条　本会は、前条の目的を達成するために、次の事業を行う。
　一、総会、懇親会等の開催
　二、母校との連携、及び母校への支援
　三、亀城同窓会及び各地の亀城会との連携
　四、母校卒業生の同期会及びクラブ活動等の同窓会との連携
　五、他校同窓会との交流
　六、会員名簿の作成
　七、会報の発行
　八、講演会等各種行事の開催
　九、その他本会の目的を達成するために必要な事業

●第二章　会員
　（会　員）
第五条　①本会は、山形県立（旧制）酒田中学校、酒田第一高等学校、酒田高
等学校若しくは酒田東高等学校に在学した者又は同校の教職員であった者で、
関東地方一円に居住する者をもって会員とする。
②前項で関東地方一円に居住しない者は本会の趣旨に賛同し、入会を希望した
とき、理事会の承認を得て会員となることができる。
③本会の会員は年会費を支払うものとする。

●第三章　役員等
　（種　類）
第六条　①本会に、次の役員を置く。
　一、会長  一名
　二、副会長 六名以内
　三、理事  各卒業年次若干名
　四、会務執行理事 三十名以内
　五、監事  二名
②本会に、顧問、相談役等の役職を設ける。
　（選　任）
第七条　①会長、副会長及び監事は、会員の中から、理事会の推薦により、総
会において選任する。
②理事は、各卒業年次の会員が行う推薦により、会長が委嘱する。
③会務執行理事は、理事の中から会長が委嘱する。
④顧問は、理事会及び総会の推薦により、会長経験者をもって充てる。
⑤相談役は、理事会及び総会の推薦により、副会長経験者又は本会に功労の
あった会員をもって充てる。

　（職　務）
第八条　①会長は、本会を代表し、会務を総理する。
②副会長は、会長を補佐し、会長に事故等があるときは、会長があらかじめ指名
した順序によって、その職務を代行する。
③理事は、理事会を構成し、この会則に定める事項を審議する。
④会務執行理事は、会務執行理事会を構成し、この会則に定める事項を執行する。
⑤監事は、会計を監査するほか、理事会及び会務執行理事会に出席して、意
見を述べることができる。

⑥顧問及び相談役は理事会に出席し、会務に関し助言をし、意見を述べることができる。
　（任　期）
第九条　①役員の任期は一年とする。ただし、再任を妨げない。
②役員が辞任、死亡その他の事由により欠け、その補充によって選任された役員
の任期は前任者の残任期間とする。

●第四章　会議
　（種　類）
第十条　本会の会議は、総会、理事会及び会務執行理事会とする。
　（総　会）
第十一条　①総会は、会員をもって構成し、毎年一回開催し、会長が招集する。
②次の事項は、総会において議決する。
　一、会長、副会長及び監事の選出
　二、事業計画及び予算
　三、事業報告及び決算

　四、年会費の額の決定及び改訂
　五、その他本会の運営に関する重要な事項
③総会の議事は、出席者の過半数をもって議決する。
　（理事会）
第十二条　①理事会は、会長、副会長及び理事をもって構成し、毎年二回以上
開催し、会長が招集する。
②理事会は、次の事項を審議し、決定する。
　一、総会に付議すべき事項
　二、本会の重要な会務の執行に関する事項
③理事会の議事は出席者の過半数をもって決定する。
　（会務執行理事会）
第十三条　①会務執行理事会は、会長、副会長及び会務執行理事をもって構
成し、必要の都度、会長が招集する。

②会務執行理事会は、次の事項を策定し、会務執行理事は、それを共同又は
分担して執行する。

　一、総会又は理事会に付議すべき事項の立案
　二、総会又は理事会の議決した事項の具体的執行方針
　三、その他本会の会務の具体的執行方針
③会務執行理事会は、会務の執行のため、委員会を設けることができる。

●第五章　事務局
　（事務局）
第十四条　①本会に、その事務を処理するため、事務局を置く。
②事務局は、会務執行理事をもって構成する。
③理事会で会務執行理事の中から事務局長を選任する。
④事務局長は事務局を組織し、本会の事務を処理し、統括する。
　（帳簿等）
第十五条　事務局には、会則、会員及び役員名簿、会計帳簿、会務記録等の
帳簿及び書類を備えるものとする。

●第六章　会計
　（経　費）
第十六条　本会の経費は、年会費、総会会費、広告費、寄付金その他の収入
をもって充てる。
　（会計年度）
第十七条　本会の会計年度は、毎年四月一日に始まり、翌年の三月三十一日に終る。
　（暫定予算）
第十八条　当該年度の予算が成立していないときは、会長は、予算成立の日まで
前年度の予算に準じ収入支出することができる。
　（会計事務担当者）
第十九条　本会の会計事務担当者は、会務執行理事の中から会長が委嘱する。

●第七章　慶弔
　（慶　事）
第二十条　本会が祝意を表する慶事の種類及びその方法は理事会で定める。
　（弔　事）
第二十一条　①顧問、相談役、会長、副会長、事務局長及びそれらに準じて
本会に対し特別の功労あった者が死去したときは、香典を呈して弔意を表する。
②香典の金額は本会に対する功労その他を勘案して会長が決定する。

●第八章　会則の変更
　（会則の変更）
第二十二条　この会則は、理事会の議を経て、総会において出席者の過半数の
議決をもって変更することができる。

●第九章　補則
　（会則に定めなき事項）
第二十三条　この会則に定めるもののほか、本会の運営に必要なものは、理事
会において決定する。

　附　則（昭和四十三年七月十一日施行）
　附　則（昭和五十年・五十二年・五十九年・六十一年改正）
　附　則（平成八年十一月一日改正）
　附　則（平成十九年六月十六日改正）
　附　則（平成二十六年六月二十八日改正）
　附　則（平成二十八年六月二十四日改正）
　附　則（平成三十年六月二十三日改正）
　改正後の会則は、改正の議決の日から施行する。
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